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!)Zある。 J 線 1: 人は 枇希の森崎〆その

i人の内的 tli摘すカや威婦が徒、を反欧するヒ希 i
/1. ~， /Jょうで・め/;) 0 

! 今日的な責意~ ;"[1-味柔で'l." の対ト架手仰口蹴克 l仁，. )宿含められ
!以ゐ系も吉挟刺9的りな祈死は‘ (他也け希の威鴻 崎勃の

i探2認足息μ仰~~初安知ロ lじ:関すゐもの むめゐ o の問媛 lはよ D仏a仰r附削Wi，

!(jg初m附ワη72)幻)1ド:よゐ均仰勃の貌桝函表出(かciaLαpreS5ion)
同研究!く婦を feしfく。それ以後/今伊(:至 b ま
い、考くの付着 r:よフ Zフまアまの例カザ

ili展開~ *1 '(ぎ Z いゐ。
! ぁ・よそ 1930坪代前半まむの 11情勢袋、初研究 lま
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|穆?の F~ 定要lEl (仕ates，1923 ; Kanner， /931 ; 
/" e l Lo ~ ~ ~ E ag Lωoη ， 193/ ; Jen附 S)/Cj32) I グ
!6 1:認-知の才が‘也、りヒぴる頻面却は (Bl広by，
192'1-; Dunlap， 1927 )なヒ・の研究がその代義的 1::11
iむ、ものを‘めゐ 1.iI 



Ir30 坪川全半也、ら /?60 坪代(~ fJ' {T '{の '1者勢

探知材先では、それまでの兵維 31:閉す活折

l先ドカo~ <.‘線岳[:券必 3れ(:帽紛あるい lま
!ふ橘の尺度 1~; 1:闘す 1JAi骨死が隊若?める.
れらは、f3-~え掃刺 l叡聞がjE械 r: 減 ~'I ~れ:ゐ yじ
孝モキ!告げ布、リビし Z券磁を/分類・只Jt，~じ L ょ

lうヒ 7都砂 t:tのむあ !d 0 

I ~也希 lくついてま込示。?れ 1: 11噴勃を是主要{じし!、

|付{もしようビすゐ系初の都砂 lまWood附 th;( 

:11 119 3 g) [':.よヲて行われ t~ 0 Woodwo，rth のi研i克

!lまfelel<y( ， qt ll-) の資料を~タ析し fくものむあ

lb 。二れよリ彼は、①委・穿移・奉ザ、@繁
(ぅ、①崎れ・多 L汁、@緊・'}‘@味握、、①i較

j 来、の 6 力チプリーを b つ音:線的な久!定~ J果
;!， i 出し r~ 。業主専修、 コのヌ彦 lj5chlosber9 (1752 
) l:よヲ'( 11号五 3 れ t~ 0β chlosber~ 11. 

IWoodworth 尺皮1....正反対のは重 lてあゐ委・孝

j福・多ひ“ヒ持殺の穿$〆ぅ昆前フれやすい孝表

代諸摘し f'.. 0 花し Z 、念知子 7・1) _の通e...-911 ~ I ~(J 

d 直 線的でなく内的也し、ま t-::、，1吠ー不枚、立I~':J 
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l芝7戸5J;ij-i-よ5J7i云IK-i-7瓦令の力
i 子プ‘リーを愛パるよう 1果実し í~ 0 ユうしれ方

|飢の研究1':は， E nffeπ， Levy 1 & Sch(osbeKj ( 19S9 )、

iAbeL50n 長 S…t( /962) ‘ Stγ叩 γ( /μ川 V が・・
" Iあゐ e

'960坪f¥'t表半ずら冷 s lく愛ゐ l情勢認知祈抱

! ? 11 、;亘るをさ l~ 閉すゐもの(:1: liヒ μr什られ

i なくな?で~\ h 0 それ 1: 代つ Z ‘交差文 ~t 肉

片岡山、 r:接つがく祈兎ビ. '1脅す古認-知を ~f 玄誇約

l!: コミュユケ J ショ γ の中むピリ扱う;研~ h¥P ~誉カロ

!し ZJ t ぃゐ。

1 交差丈{じ的 (cr05S -cu L turaL )な 770 0 ーナ/，1

j、森崎が手来的な伝透捗 tもつヒいう Darwi丸

山仮説 (1~12) 色‘表なる支比約者去や絵駿の
院箸モ考蕊じ入れ Z球討しようヒすゐ b のむ

iあゐ o ~え弘行勃は生来的・著 i量的なものむは

!なく、がなりの初々が‘私冷的 l'::学習される杖

i壊のものむあゐ也希よる方 t/'をちむあろぅ.
jλ11 I司じ崎勃でも裏なるい方でふ出する.そ I~~O 
Jうし r:予空白台、ら 、崎勃の梨-張。を丈 tじ的広委繁IZ;I 
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ド委つ‘・いて娘併しようヒいう関 1ピ \1 、それ r~~

ll? 正しい定!吟での人の搾僻 l~ 近ヅくものてめ

!る也い元ょう。二うし fC3れれの研究で.l1 

iEM， soyerm， & Fmen (ン附) や Ekma.n (1川
i昔、。代・*-的?あゐ。 i
j 泰弘行勧 E支イじゃ維駿 E希虞し7.~受僻しょ

! 1 t ずれI'~.，閑，\ユ、 lまさら lく j主力，.， h 0 す紅わち、

1$11 ~依 E 表 i告げ (1 (~限定せず、姿努毛布、ら t~.. の

|方向、から f~" の勧う、視線なむ・の刺激 1: よゐ

ill抑制勃、つまリ狩M宕誇訓的つ:エ二ケ J う司

(ηonη-v陀erゆbαωLcωomηmc川 Cωatむ;0飢r尺1) Q)の枠紙幻ぴ、らの族材で

あゐ o T o..g i u r i (1 tt 6 0 ) 、Exliηe，(j-ro.y， <<< Sc huette 

i(I76ゲj、Ellsworth& CaγL smi th (1968") 、Ar9yle( 

1/9'12 ， 1975 )、Mehrv.bian( '968"， 19ケ2)布、 t" {i、

i:|うしれ先向如、らの{て表的な研究 Pめゐ.
! 婚勧の認-表o¥:閉する研究{j:、多初、認・仰の

|王仰を規定すゐ委函の球初 lく白けられに。

|し如、 v 毛れ iま子怒yム長 1:袴鮮な閉廷で‘める
:ニヒが‘伊丹ら也、 l: fJ.' 'J tミ e すだわち、崎勃訳-張。

.! i ¥1 、11長紛が‘表出うれゐ支脈や丈{じ的有妻、そ 1:'11



!の他今〈のを紋 lてよワて弦く彩警 3 れゐ力、ら

(#める o w'うし Z 、:の微減 l:閉すゐ研究の

傾jビ It認・張。の五穆 j の伺媛 E離れ、 A‘有勃泰弘

たの筑:~ロ過程の解fJFlヘヒ衿ヮ'( ~ '( l' ゐ

、，J
J

e

o

'

・、

u

n

る
拡
'
ハ

z

b

際

対

す

ω
で

を

う

併

の

れ

ず

ゐ

の

、
町

qp
穿

?

抑

希

第

別

す

ビ

加

仰

向

・

及

の

げ

終

他

J
f

よ

知

'

界

梨

市

一

ー

の

つ

ピ

勢

、

収

作

、

M

徒

約

の

似

品

川

J

'

J

崎

、

り

祈

肢

を

靴

、

ら

依

m
肉

γ

い

ゐ

、

uw

釘

U

d

列

利

vト

モ

げ

狩

M'

ド

超

初

ち

ろ

手

間

リ

ー

中

向

勧

'

(

し

問

を

わ

h'

併

の

ス
M

ナ

依

岡

仰

の

を

行

初

会

の

れ

な

'
K
4冷
・
詩
作
・
ボ
ソ
ほ
刊

誌

.

抗

心

げ

惨

殺

が

，

ト

コ

-

J

す

っ

す

研

号

、

-

の

-η

領

間

的

-η

ー

が

も

、

絞

関

ゃ

い

舜

げ

僚

リ

転

じ

紙

リ

キ

水

着

ら

半

J
V

ド

し

撃

の

実

ナ

叫

制

約

持

ナ

o

免

ザ

後

7
M
V

・7
v
い

希

の

ソ

の

統

や

ソ

ゐ

祈

ν
し
の

J

認

そ

っ

ゆ

い

m

-

初

紗

紙

一

あ

の

:

、

内

川

-
v
h
-
ユ

、

人

O

i

-

-

'

・

世

H
U

認

・

り

川

仰

い

ぞ

ピ

ゐ

U
々

の

リ

ゐ

の

は

救

人

が

の

、

題

I
N

い

W

1

ナ

い

ず

つ

判

、、，，は

対

句

者

ち

問

1

1

げ

第

ソ

t

つ

/

ビ

-
k
m
わ

の

ほ

Z

の

一

角

、

ヒ

の

。

の研究希
の也、

め

いゐ

号く

Z れ

。



lた すなわち判断の正 ot~ (accura.cy) ヒ;そ
!うし r-:.判断能力仰 f 紙杖 l二同 tIJ 問題7."9lゐ
。似の f つ Ij:印象的広の進経や索r]~鉱人物ヒ

|きた手0着の特徴ぁ・よびその籾豆作用遇税なむ¥

， I i患者の1'0 ーソナリティ認・手oll!絞 l:闘する問題'("
jb ゐ。第♀の問題への陥 lじがあまフ f~ の 11 、
i第1 の問題よりそ々返れ1. I? 年0 算内 l~ なフ z
i也、らむわゐ o

i ます J ，0 -、/ナリカ判断のえ採さヒ利附E
I11 力の r 紙特 1:閉すゐ所免 t:つい(!核討し 'L あ、

;く e この問題 l: っし¥ 1.の初期の附古の動機

i 1ま . Hastort， 5chneider 1 公 Polefka( 197のが椅摘

すゐょういヲわめ Z実用。りなもの?あヲ t-;. o 

つま 'J、 1\0 ーソナリテ~のjE i震だや1:定着がリー

ら l ダーやが師、 lビ予安う令索着む‘ピ・の社/公約 j支 ~JJ を

界 í~ す場 ftj ‘その能力 r: よフ Z うわめ Z 有効

tJ' ~会事訟がむきゐ。 まf亡、そのような判断能力

(の優れド人の将依 E初ゐ二 k がでうれ lj:"， i管

;存肉な I)ーダー、 が師、うぢ森常を逐，!¥・二 t匂fa

1，可能 I~ なる。二のようなすD 械旬、ら、研究希 li I 



l午)

i さまざーまな人の裏九、ゐ特依キ行歓をjE.琢¥':

予測できゐ;判定着色訴完し r~ リ、良江t ti判定i

哲也不長び手'1Jt希の特徴を日月らが(:しようヒ

iしれ. '"うし r-: 希 i カ r: よゐ初期の~\'象的ぴ

|研 'II'tして、 Ve:rnon( 1?33 )ギ Estes (1 Yj8) の研

~〆めゐ . i r.... ‘ D y nl 0 n d ( ( 91f 'it ， I作9I 19$0 )も

防威:能力もしくは{け E利断すゐ見暗殺を按l

l 支すゐ R 忽 l~ 閉す渇-'i1の研究を行ヲ 2 いる.
;のようが{也希の jザーソナリティ判断のjf.雄

IIJ 捗ド伺すゐ稀研免から、 f つの事rr!1くな材先 iよ
の展開が事じ‘ 1 いゐ.すなわち‘jt.減殺の装

!孝(criterioη) 1: 閉すゐ絃討とある。也、リl'~他

!希の向枕 1:I い Z判断しよう kずaなら ld=f‘、

!その兵確定を末めゐじはめらがじめ伴者の向

!:， l梓を芳lJtし 2 わ、ぜなげれ lずなら広い.初期の
!紺完で伴、その襲苧 τ し Z 、J¥0 -、j ナリテ4 ・

iテストの桝(Vernon， I間接綜し fて似 Jt
I~堅手希の符{面( Estes， 193'6)、自己努良 (Dymo刈

!/q50) なじが用いられ 1 いゐ.ビく I~ 内mondl::lI
i iの祈充 7:用いられ t:ような、評定只最もしく|
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1 (ま質問主ホヲ去で予想'1Jれゐ尺茂ょのゆ護ピ J見表

jのそれピの柔裏 l;j 王仰の接手ヒし e L (j:" 

iいし
|し、依来ピ'C'ちら却t、℃い ilけす{主食壱.Iド:舟いられ l ~ 

号aイ乍fド〈 五6碓li京安 の 1萎を 1孝手 lドC:女対守す ゐ かμじ手ヂ判'1ピ捌 dえ定 方7法tの ~I々

i止ぞある o のような研究の氏系的 U ものピ

!し l li、 Hastorf食 Bender( ，952 )、 Bender公|
!HastM(t?S3j ‘Cronbach (1防ト Crow食付ammoηd

i(tqm、Cわ・ne k Richaγds (IY6o) fJ.'ピtが・あ 'rら れ
it! ゐ

i 認・知ぞ判断の正確京を追究しよう k すゐ材
陣ドあい t は 課長日の在汁や~~fi. 11似むし
! z l~ が隊フれゐペヲ爽雑物 z.. あゐ。しがし、

jその役、ハo_ソナリチ4認・仰の採りや l歪汁の中

|lc: そ対人終 ~o のが領的な lビ搾約機:m'Iが合ま

iれて いゐビいう希弘〆し fぐい r:~多くなヲ?う
!t tt ゐ。ヒく l~ 愛什や族 IJ を庄じゐ場、白\~

|怠まれゐ対人関係の章・昧 l':焦点をめ Z ょうヒ

rゐ売1.-1.めゐ。ま f~ 、他者を利断すゐ場合 l
の}f!銀、すぽわち{吃イ右の仰みが℃‘のような減Iz';J 



貯]lく黍つ“い Z紛が 3れるのかヒいう伺姪で‘め

ゐ コれぶ J¥0 -、j ナ 1) 1~ 渓・知の傾威 r: お (1 ゐ

第2
.、
d 

の飼 lじむあゐ， 0

7 t~ 1也:希認・示。の通経l':闘を 向ltt=研究

¥'l 、すで 1: 1930 * I~\. tても Jナ') (jりれゐ。 し旬、
iし‘その関 lピ〆芝、殺 1:あまヲドの (1 I仰 0坪代、

!i:むフてげらで‘めゐ，もちろん、すで.1:述べ

1~ ょうい、研究活 t~ ち〆課事0 の正確フの祈 i完

ilて伴う穆だの方法ょの嗣難 31:彦白 しt:コ:ピ

!II 弘、そうし f工事ヵフ Eおめゐ f 凶トはあっ t:!・

i し台、し、る守完希 fくちの自を{包帯すだ~ ~o の i島根八

抑制 r~ 向 lJ ~ぜゐ農協ヒなっドもの ヒ し 2
i、っき"の三つをめ ltゐ二 t 〆で‘ぎよう . 
../"つ 11 、長P愛之 しく 11認・まロ lてお 11ゐ勢滅的

ihj毛困、すなわち件必的抑営(似ば perception) 

jlく飼すゐ誘訴界?めゐ (Le山 e，伽n，zc-M，u中hy

j，l作2i Prosl 
IPoωstmo.n) 191/.r; McClellαnd 8c A tl<i nson ， Iデf/.'ii ; 
! Taj千eL，llS"ワ) 0 似の J つ /1 、 A sch ( 19tf6) Iてよ

6印象的以1':闘すゐ材免1."VJ ゐ o 
'[1 

?1I 
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(3) 印象的が

l 印象的ポ p問題 l1 も也もヒ lザーソナリデ43込
i" 加の繰場 r=合まれるものであるししぜし、

i d} 荊誇 li 、他者l'~つい Z の崎殺が J~" fJ' <‘羽

|草作用も$'}~良ざが、 ég 穿し r~ 関係も存存しが
い孝態モの I\~ -、/ナリティ認知を定日本すゐもの

|ヒし Z定遣し1.. II ゐ.ぁ b 人:拘がいく

lJs i将棋記述?示うれ t-:場合‘ 2 れら
~I] ]ぷ ~\f 初旬、 O V のよういし Z

旬暴力，~ ~ふ 3 れゐ判、~ rSi題ヒす泊二区
本希 f:ち ri朗1ビ E もヲていゐ。まれ‘
j涼討すゐ f~ めの祈弘元 15去む材免問?類似レ Z I ::ll 
i tl ゐ.こ lく、印多栃瓜の閉経〆/つの移江 1(，""1

つずの

の断片的な

6ff 
それき

のあゐまま也
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lL ft川刷工し 71Htlb ょう(:む')}:漂
白があ h t い弘ょっ

何象的~ l~ 閉する材先 (i ， A sch ('911-6 )の実

勝率5手時その 1R説の--~/I歩、~多はそ問題 r~
J し 1 行われ t ぃゐ。 Asch の安威 li 、彼自~ '1l 

I ~民税し t~ 仰象的~ {:閉すゐ三つの J 紙肉な毛

|デ Jレ内通切肢をれすし f-:むの z.. t>ゐ.第 1は
IJ総会長生日毛デ lレ (SimpLe Summat;on 'inodeL ) c";め
iゐ.コの毛デ Jν2・{i . あゐ人{~つい t の企時

lll!仰来はその人のもつ伺 N の狩械の!々針 l'7.よ ib
iピ i反鋭し( l' ゐ・第1. 11 . {面々;向付肢が点目立

lく有機.的 r~ 関連しあっ 2 紙撤 iもうれ、ま也ま

")ドタ侍印象 1:~記念 7 れゐヒいうゲラュタ lレト

!の統念毛ヂ lレ ( inた~rQtE'd whole model) '(・・あゐ

i!1. このほ説を旅~t 1 h (:め 1:荊いられ t:実駿
i奇抜ば 仰 r:.受ゐま c，. J の板tfiの柊孝肉ら

|附先法 tむフ 2 いゐ.

tころ 1・Aschの絡事 IJ 、第 1の仮説 E否定

|し第 2の 11;'ti ~支持 r 7J もの Eあフド・それ IZlI 
11 l;tつ?の三つで・あゐ ・すなわち、①与よられ I~';I 



I f: ~II 1鉱狩ほのうち‘/全i去肉な印象を弱点 t1J 
f緊 r:中Iじ的 tl'~受引を来 f: ず好材ピ声!辺仰な 1~

1521 し旬、手 fc? ない i~寺械があゐ( ~Il.~敷狩械の中
山林一前辺梓)‘② r 透の ~I] ぅ~.t特梓が与よら

， 1'Il IJ 湯b 、その燥注 )1\震序が印象反応~規定す

jh (II~ 冷効来)、①あゐ持杖 IJ'''' 中 lば的作引を

i罪t:す也、ピう台、 l1 ‘例。寺 1:緩急?れ b{也の支
|締約れま包訂関係 r~ よる(支脈句界) 0 

Hastorf J Schneider， &-九Lefko.(/9'10) 11、 ユの

111 Aschの祈免旬、らつ?の二つの祈完:方向ヵid?iほl

iしf:. t消滅し Z いゐ o 第1d)方向は‘刺殺持 l

j捗ヒ;tttW'l ~れ b 及た特』捗ヒの同低下関すゐ針

!先7."あゐ。第 2の方向 l1‘刺激清幸iJ.~鮮かし

i的安する方法{:闘すゐ祈先1..~あ lJ . 
ル tす.刺 7紋持捗 t 1佐 ~~'1 ! :}1ゐゑ氏・ 1寺殺の関

係l: つい 1 その材先物向を稼討し Z おく・化
i希r:.つい'( j佐測する鴻念、 Asch Iま、剣 r患にii寺捗
i→印器→反応;~寺ほの移 ~~Il ヒいう二銀階J!移 E

およ('..。し也、し・それ t l:! ~Il の遁絃の可能以 I ::U 

が Bγuner 告 Ta.~ i u r i ( I 9 川 r~ よヲ Z ホロ21 れ fcljl
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!ごいね1)， ~瓦(: "? (，¥ 1 の1ft:5f'} l古川仰
げら a淀肉 i(':なフれゐヒいうものでめる • 
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Ho.stQTt 1 RiChardson 1 ~ Dornbusch i， 19!i8 j : Iぐoiltuv， 
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] ¥0 _ 
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リチ.(J型補 E

1寺 ~1 聞の関係
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、
仇ハ十7 く'めずソ
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方i5去請の出夜討

お
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告 50ltey I /9S'l ; 

，Q66 ;Rosenbeì~ k sedla.k I /(72) 、予望論
{白日11 捗ない i~ i白人差の減討(
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向け

11繍称統/訟の方法
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conte xt e ffect) I~ 関

りの lム

情報狩理

の併売I l1 、Aschが示し

支自民効;来
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効率 E 鋭日目すゐ t~ めの時報総/令毛ヂ 1レドよゐ

IJ 7"ローナであ lJ 0 
iM11 的知事 E 仰する(~め l~ 定仰
印象依託 (diγected ;ηtp閃ssionhyp~the5is) あゐい I~

意時愛姦{艮免 (chan~e -of-meaηi n~， h'fpothesi~ )を
授出し t~ 0 これ(:対し Andersonらl;t、法案 ii，威

|返附 (attentioη 伽 -ementhyp山宮is) ~ -l:l- ll~ 
iし‘それが多おむめゐユ kモ実駿的ド確認!し
l t tlb (A的問1，/9山 ;Aηderson汝Barω ，Ij9& / 

lil j. Aγzderson 'k H ubert ， /963 ; Anderson gι Norman ，i t91>'f 
i)eまfく JII時的宗(:力却わゐ個人差の桝

jもさ式行られ t いゐ(陥yo&-C rockett ， 19o1f:; N; dorf 
~ C rockett， ，q 65 ; Me i tz，er 1 Croc~ett， Kr RosenkraniE J 

1/966 ;高橋， /96'6) 。

lh i 文脈勃緊 1:つい'( Asch It意味安嘉仮説 1:よ
ib 鋭~~を行ヮドヵず‘こ二で t Ande同onら，:よ

(る引の説闘が授 o~ j れ t いゐ(A ndersdn .8t 
I Lampel， 1965" ; A刈erson，I q b b ) 0 向希の粉違点
ま.あゐ持完の J清穀特~'t t ~t の支脈粋ほの紛 1;:0
"豆作用を i反史すゐ也、しないず lてあゐ o Andε応on1:":1 
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i(/附 b， 1966 )は 後希の観点台、らけ平均るヂ
ijレ (weigh ted α附 a8;emodeL )を旋弘

|ヂ Iレの枠仰で仰象1ij È丸~符の 7 ま

I.ft稼討 7れ t いゐ

し

jvま

その毛

な問題

祈;究 lま

Z展飼
A丸derson( 19ヮι) r:.よゐす定量ロ

む、清i級統b並耗 l:自民すゐ

の f 線的 tJ.' ~I] l断 i量殺の僻 sfIl:向け

| 以主のよう
、人

3 れ 1 予， 1Iゐ 。

門主主学 (cogniぉveα{3eb;().) の授 D~ はその材伊!

であゐ 。

(ヰ) 対人絹 iまの ~tL 知

! 対人認知研究の支悉 v殺到の♂つ iて対λ関
係の認知匂，'0 9) 1，) 0 :.の布脅威 l: fì まれゐ研究 :l~

有 わめ 1. ff努jにで努山支 "，われゐ t 1958，奪r: 期

1:. Iぜすし 2 二日行の芸作が.同時，:手11~t !れ Z いゐ

o -つ tt、 Taaiuri ~ PetruUo の 「対人認..~O r.対

|入行勢 J 'l. あり、伐の F つ，;t . Heidεrの了対

|人同ほの』広域 J 7.:#め/) D いす・れむ対人関係の

算書学日領域 t・の代表的む祈晃容をあリ ‘その?を 1::(1

ijの研究 r:写大の彩容を与よ Z ~\ゐもの?める (.(1 
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そこを、~で l志、 Ta.~iuri ('952 )の研究 lて

葉ブ・く対人 i感崎の認知 lてかo 1J' :p lJ ;b守克の展嗣

ヒ ， Heider ( ，Q58) ，の認・;抑的/{ラ〉ス 7理論(
co~niti ve bo.lance theory )ピ帰属?堅議 (αttribution
theoγy)じかげれる併究の展開を中 lヒド‘その

向を i概，観し Z おく

i まiす‘第 1の対人感局の認初 1:つド Z ヒり
iふ ltゐ・ 2 の同短係筋;の併存 (i 、梨、:知的ソシ

!オメト IJ - (げ…， /953) t潔い関連をもち

il ifJヵずら夜展し Z ぎ7. P /;)0 対人淫依 l~ おり;ゐ

!認知的側面の安委以内o安うれ r:の 11 19'1-0坪!…ゐ しカし 祈附究の関 j応官U 力あれまヲド

lは1 ~αgiUγげì ( 1952)の6材庁変弘A以?伶奈 Zむ" あゐ ・

Ta9iur/ li関係冷祈 (Tω '"ona，i ana(ys{os )!の方法
:. I t 浜口自し fく・それは、持者ド対すゐ透抹・ t~

I~ (:‘ぷ震のす伍也、ら蓬 t.R・持者フれ Z い h ヒ

~o うか k いうさえ-初を力0 1-."(ソラオメトリマ7な

|陥i訟を 111'祈すゐ方法 γ あゐ・ To.l'-u.rら Bl a.ke， &-
jBγU附 (I q 53) ('d ， }~ ~仰の威減傾係 r: つい I :~lJ 
1 松平汀し r~ • そし t 、兵確は (0..( C u ro.. (y )、伊 L";J
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…予ふL;ty ) ¥二一手ム;ムバj…(y)のしの
芳，)f安がいず!れも偶然 r:期待 3れゐ以ル iてあく

絡められゐコビ、 ti tJ' z.. t -紋林の剣f受が安

委 γ あゐユビを消滅し t~ 0 .，-致結 r:闘し7. lま

卜その後ざま 3やまの湯 Z...6安認-?れ( To.~ìU'rì ， 

18γuηer:，食 BlaJe1 1158' ; 大檎，Ifl5'6 b ;Th~'þ a.ut 8( 

jRteckeHp im)  その生信仰111てつい Z の桝

|も弘、けられていゐ (Ba.ckmo.n & Secord) /9s9 ; !浜

iぁ， /962 ; Jl， )11 ・接原 ，19 6 2; H a rv ey ， 1< e Il e y 1 8t' 
l'ijShapiro， 195マ;1< ogan 段取~/'urì ， /q58"i) 0 

関係。?村 11 、委糸約 l~ ユ希関係( dyo.d)を洋

!itk し t~ ものごめゐ。 し也、し‘その後 Ta.giuγ1， 
Mogαn ， & 8 ru n er. ( I閉じよヲ l~也希関係梨抑の
i将すが r:.5主銅ヲれ、同ほの可税特(visI'bi tity )や

ra~iurì 1 195ワ;T o..gI uri， kogan， & B runer， 1955 ;五.giuri，
Kogan， & Lon~ ， /958 ; kOaan ~ T~aìuri: ， Iq5~) 0 

同じく梨・知的ソラオメトリーの秀弘元('~そ

うもの{: . AusubeL らの研究却ザめゐ o Ausube LL~(I 

l， Sc hi ff ，告命αS5εr( 1952) I立、白己 t 他省の禁 iil
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院内?の党悼の認・仰を杉/公的~戚 ( socl'empo..thy 

ヒロ手 r.l、，-itの l研究を展開し Z いゐ(

AU5ubeL， 1953 ， 1955 1; 
17ψ川らキ
! は J…γ汁才メト iリ
キ7法去也〆マ 7点弘〈 一級{仏ιすゐ

ながらす"のお零を与 iZ ぎ

Heiderの搾請に黍ヴく

He-lderの彩容は

195"0 持，¥'の 1表キ台、

Bl中，19，ググ) 。
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I tt P -0 -"-)(釆ピし( ) ~ヲッ九のヒれ f: 水管~ {系

Iつ、むしくはそれ八向う{傾向がめ lJ t いうも

のであゐ.ユの ff:舗の~きはや--綴枕.クら

l: A払5長{じ?めく“リ 3ま，jーをの減討が鉱・サられ

， I ( Jordan， 1953 ; Ca十tWTi~ht食付arary，/956 ; 
Morriss.ette， /15tt， j 大橋， 195:6 0-: ， 1958"， :1 q ~ I )‘ま

に Newcom b (I?Sj， 1959 ) ， OS8ood. 8c下αηneηbavm( 195"5 )、

IRoseT加~ ( Iり0)らlてよゐ--.~童のいわゆる匁;i知

i的 f 震減努議(吋ηがiむνeconsistencyで刊h肘ε問)川tlが‘"

lいいtい1 I鮮飼iフれてきて いゐ 。 ，

帰属予埋ま街 l率、第安の件/公定 3舎の中で・われわ

れが 1也君の成措キ行勢傾向を j髭補 L (-: 'J解綜

l f: りすゐ遁銭を問題1':し:ていゐ。コの主題

!への銅山、 l;J: . H ciderの碁志的|発事 r:.;某つ“い Z

1:1 11望論~~ í:念式什 1~ 30ηes 受 DCtviS( {似グ) ピ/-<e II ey 
( I q 6ワ)の研究を製機.ヒし:之急落丈 lてあまヲドヒ

11 永ゐ。/f臼では、以下 r:元、すさまアまの内

幸r:銅し l >lの旅討が紙りられ 1υ ゐ。 1:t 

!よ l1:' 者イ止の l陥(S ha.w & S (J ~zer ，帆いrl::11 
111， ICJ6D， 19げ Sho..veγ， 1970; Lernerを 5immons，I::'~ 
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I 196b ;内are5~ L αmiell ， IQ'l5.j We iηεr & 1-< ul< l a， 
ilWO) 、行i為芳ビ観察希 1:よゐ帰属 CJones& 

I N is bett ， :1 q 71 ; N lsbe比，Capuお，L ego.nt， & I匂附k
， /973 ; Stephan， 19'75 )、動機・意.凶の帰属(

， I Weinεr長 κukla，/9グ0; Mess iclぐ&'Reedeγ， 19:72 ) 
(、白己炉建ヒ l向 (Bem，仰;Duval>> ~川叫
jlq73;BoWI岳山drickJ /附)，ぶ功ー失歎

jt帰属 ( Wei71 er， H eck hαusenf門eyerI & Cook， Iヂグ2;
i合べmorを M，'nton ， /q刊) • ~有緒的営号室 k 帰属

ill ( Sc hachter， 19ω) 1iピ 1:閉すゐ旅討!どめる。

3. 1 ¥0ーソナリチ4認・知研究の事力削

すで r:断症し t: ょう(:、 J¥0 ーソナ lリテ4採択。

!の研先は、ます i也希の1¥0 ーソナリティ利断の

|正確捗 E 判断能力の-鍛棋の械討1'::締まつ fて

しそして 豆忘れまのう制定{:飼すゐ芳，}声九の論

!議-を絵 2 、 1¥0 ーソナリティ認・知過程、 ピく 1-:認

j抑の季汁をまじゐ原白 1:念まれゐ人間同係の!

?生時の稼討人ピ析。Eの閉 iヒ・ねず・1伝均し Z ぎ之い|
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2r 
ゐ マ:こ で 当う し 1:材先の維持 1: つ

三つの lFiia!がら ‘ d、・1<的ヒ.足・わが ゐ長崎的な

同究 r:.砂iれ tf 〆ら i~おっ.' t1ゐ -" t じする • 

(1 )，. ，~也希の 1¥0 - Iソ ナ ティ判断の j己採捗 t学l

i断能力の f おま捗

ま;すが ‘ 

判断f能力

批モ三つ

他者の J¥0 -ソナリテ'~判断のjf.球以ヒ

のム緋捗 I~ 閉する初期の代~的な併

t よ if. その内穿ヒ問題£ につい

111 11.腕合主主すゐ 。

境 li Vernon ( '9J3 ) の研究であゐ • C の狩
界で (l" ('J: じめ 男手点字生似るがまo~E. . 

1¥0 - ソナリテ4・1J:~íFf 的能力 のうQ'J:定 E 3 れれ.

説いて、被駿希 Id: 7争力、り /I;'h の互 l~ 隊仰の

I )ト算白1':絹ぶうれド。そし 2 減象的知能・

l;l -毛 7の包ツ九・者雰はなヒ・‘、 1
1 ヒ向じ〉夫元の狩梓l'~闘し Z 白己評交

?のう制定

がよび.i也

|のタ頭 r:対すゐ{患者評定 Eポめられれ 。l t~ 

;、覧表口らぬ人の写実や季節 Uピがれ〉れ 1::
0 

j更の人の J¥0 -ソナリ引をお注めゐいはよ塁状 rI :~~I 
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li l1" lO /f聞の相手作用をざぜ 1~ 。

両絡梓の1¥0，-、j ナ 1):r (将梓・ 6対を系
の観去からの評点( 5依降)をがめ t-:. 0 すな

わち、①白己努定、②修道訴え、①惚希

じ l希伝競をピう;訴え iすゐ@、の二予測、@白々が{也
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|川ピ白 dダ?巴の頬t似以 I煮安:を i過量κも し く l日1.1遁a小評，{ゆ@す
iる殺摩、 UAS ;:了Zs-了長ふS l" ギめられゐ.
! ①:搾穏旬己 iて対すゐ iれ柊定類似j捗 (un-
Iwarranted o..ssumed Sim;(arity to the ideaL UASi)… 
i~ ラヒ0 ストがゲライ工ラトピ白少の匁担-白色

li!izの類似烹を過久もしく (1~小評 iゆすゐ 1符浪

|、〔内l;::::: 時si-恥でキめられゐ・
1 以主のムつの湾1]Jiのうち、 F付dLer 11、逆転

移唇 i者の ~~Il 彦ビし 7. UA5 ピ UASi:‘ヒくに UAS

何事視し f-: .紡集{':おい Z 、也ラじ0，λ トの有

i!，信E林の修康ヒ UASI UASi. 'Cの税関{'j:.‘首!着?

γho== .5'1 (p<・01)、?を希 Cγho::..08' (， ηs )であヲ

r~ 0 UA5 ，1セラヒーストのヲライエ〉ト lて討す
ゐ Jビ予望的 t，J.' ì立~ ( psycholo~iCa.L closeness ) ‘疾患

( empa.thy) あoぃl'l吋実的経.~者 ( Li I<I~n~ ) のゑ l
il I 日月 k いうキ量級 al が?を~ 0本をもつものヒし Z 解叙 L~
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|ぷf':'→二下乙iF瓦ふームわず‘
i のゼラヒ0λi ト E ワラ{エづト l~ 閉

X'lの 15料

も 6宣言5・し 2

~ 11 f~ ( F，;edler & 5enior， '952 • 
-
M 7 し 1~ 話集を も ヒ し Z Fi・edler，

Waγrìn~おη1 & 8lo.is'dell (1952) は、他希 r~ つい 2

白己ビの類似 A疫を認定すゐ二也{:f$まれゐ 1寺

区の lビ搾約金-吟を 械的人間関ぽ包いう限

!定?れ f:場ずら、よリ F 布史的な対人関係の i湯

II~ 1弘l1"e.枚討していゐ e

まず、 3力、月以九点字の手控宿容で表:向;史

i珍し互い紙切の男子警告 26名カザ被馬表希 k フ!れ

いe そして 均約 λ附係 iてついて桝し
い湯念 k 向滋 1': 、 J¥0 -ソナリティ将校をす己注!し

いヮ6維の媛支打 J ドを与1- Q ーデ 7ニヴ 7で‘ 8

j:，民問 l~ /1).....類?せド.な類 iま、白己評'it、 1~ ~・

告己のす手 1L 白々の系も婦うが友人 t ~む燥
aいな友人の白己右手克 lて対すゐ推測

!観点ずらキ‘められ↑亡。

の伊 つの

! コの紡界也、ら、複・定額i以校(AS)、実際的類 I::lI 

11 IU礼服(}(5) 、 {I号主認定類似，t生(UAS) I~ 闘する 7P11711
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皮が、府予む怒ト i嫌いなゑ人 1:つ ¥1 '(そF
ぞれワ i@ 穿;弘 3 れ t~ 0 すUわち、①認定類似

持(ASpピA5沢、 P11: -1ftきな友人.行 11味いな
友人を示す.以千向先手)‘②規格白己 1:対す

る禄え類似肢(ASi.p 'c A5in) 、①表降約類似

は(RS pピj<Sn )、④搾*白己 1:対する実際的

|類似作(附ヒ RSi n ) ⑤搾根白己伺の実際

的数{臥ば(.Id/ldp 'c Id/rd悦) 、 @l防止担-え

扮{以校 (UA5p t UASn)、⑦夜夜.臼己 l": 対すゐ il号

11I 11. ~長線似梓( uA 5 i P t UA 5 L n ) 

り主の 1t1j]を r:閉し

<V.λlま、台令
も白 liJ

作

い

が

う

白

れ

い

る

回

程

3

4
慨

す

の

殉

示

が

初

々

の

が

方

規

加

白

s

a宰
の

νし
、

ム

胆

鮮

人
の
企
U
か

う
打
ゆ

っ
為
、?f
-
KHh 
nり

|友人

ASp> A5n， UA5p'> UASn ) o 

1:. 江友人の先1)'"疎いな友ムよ IJ も

i己1:類似し Zl1 ゐ k誤算口する

。

Z 

いゐ

向持 I~

t しヒ類似よ

( A5 i.p "'7 ASin 1 

! U A5 i P '> UAS i 71 ) 
| ① 表際的類似枝、搾槙包己 1:対すゐ実際
i肉類似はおよが 1W裡白己聞の実際的類似捗 1:I ::u 
iつい1. 1志、対うな友人 1:討する渇命 t 暗いな|
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I;-~-~: 対すゐ制ビの問 1:$ 1まない
③. {也危 Ir~ n闘すゐすぺ 1 の頻 i除械のう~'l 茂 1て

おいて、:禁固何z.":人与の者ぃ i@ ム t 人~の{佐

いi@λ の問 r::義 11.右足-められない

ごうして格支類似肢の本既定;1 ð:、籾今 l~ 1対す

ゐ落私的訴宣-の移彦を先ず t~ 樗ビしては置つ"

;げられ t-:. 0 その?索、:れまでそのう~'l!彦ヒし t

!~女子~ ~ :ll 1 ぎ t~ A5ピ UAS の 7 ち 、 UA5 I~ つ: II 

"( l1 l 弘元ゑのを丈学的な妥当減〆不f3~ ~<< 7.... iめ

lil ゐ k売奪うれ‘以後の祈完 (Fiedl~r ， 195'1-:) j b、

!ら lt AS の砂力ず柊定類似梓の ~~'lJfヒし Z 揃いう

|れ Z いゐ
j 認定類似は(:闘する弱研究の紡事 11、お局、

iむね Fiedlerらの終募を支涛す b ものが今い(
i iLu叫 ，1<αtkovs I<y 1 CrOl附 eLL，&r Shωma.ker， 1955 ; 
iL川 y，1956， 195? ; 的川wo..y&-Detwe巾 γ，/川;
l.Thompson &: Nishimura ， I付 2 緩回;''167 )。し

itし、白己評 i訟の{会い i面ム l;t ~古着 k の嗣 1: 類

i外↓をそ認定しない二ヒを示す祈犯もあリ(紘 1:':0

・i¥B， /q6b; μ。j; ta ， I q b 8" )、 :う l fく認・知者の i固12
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!が人戸
i同ゐ祷鶏 Z" めろう . 
Fiedlεγ の穂先綴似体 li 、 J¥0 -ソナ 1) r ~ r:閉
すゐ終和希の白己努完ヒ柁着 r:i1する評定ビ

h!の陥係 E閉経 r: し r-= もの?めゐ・ FiedLer: 11: 

げの j堂、二の脱会をリーグーラツ 7・祈究の縛 1~

il: 弘げ~'1.. 1委れ r:ぷ事 E主 l[‘<. LI ゐ(日~edL e: r ，
i j?b79/q72) イすなわち、終え緩い1梓の緋た 11
i ff 場うな拘今 t 証券 t'な籾きヒの闘い認;初すゐ
ili ハo_ソナリティの類似怠 (assumed simi (a.r，'ザ betwPGrz

I opposites : ASo) "千
，t
LJ つ Lよ l:炉事をし 1てく

jtJ い籾寺(:対する J¥0 -ソナリ子4認手口(least-

Ip昨 rredcowork.er: LPC)"ビ II う方耐に展同 3

iれ、リーグーの将校も L く lま象併の r つビし

!'i z は置っ・・げられ(: 0 二うし 1:5.tらけで
作iedLerの閉 1l;' b'~ tt 白己認知"よリもむしろ
|;け t:対すゐ保安D" lこ向げられ t い fて二七か
Îß角ら力、 l~ Ih ld 0 

(jj) . 5eco吋~ l3o.ckmanの対人的進/令 7重論
|ソ(J

貌・長日が‘季む並耗の対人関係的な定時 t旅討 I~~I 
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「一一一一

!しようビすゐ降 i亡、白己概，企('self concept)も

いえは白己保安口の l成能 r:ボ 8すゐカ向があゐ

e 社/公的支脈の中 1・‘白己を搾併しようヒすゐ

立湯 lま、す z..(: C 00 L e y ( 1902 ) の tl 鏡 1:味つ r~

;， I白乙((oo kìη3-;~LasSi self) "や、?ら 1: そlれを
Itヌ引責又得ヒの間違から{不手つ“ l1r~ 門eω ( Iq3~ ) 

I r:汁;られる . CooLey は.個人(':対すゐ筋闘の
i人々の終意呼行動 r:よって、 その i白人の白:己
i抑止命まれ l;t.自己彪鴻が規定ざれ tぃゐ也移調
iiliしf:11 こでは、白伎が{也希旬、ら :'C‘のよう iLt

|持られ t いゐザビいう誤手口進絡の食客拡が矛

iうす1 t ぃゐ。

こ う し t-:希i先 t者f(: し '2 5ecord8t Ba似ckr.肋伽7庁m{)..
( Iげ96μ1) 1はま‘ t白人 r~ lま、 包己耕孔，G2 のめゐ í~l] ¥脅 r:

1;， I閉すゐ "担己認・手口" 、"担/すの行事力につい Z

の認・者。" 、 u その側面{:闘し1. i也活力で白ダ 1:

対し Z 元二す行令の認・示。"ビいう 三つの認.:初 ia

続問 E能動的(:遁 h H~~ しよう t すゐ傾向〆め

!ゐピ希弘、 これぞれ対人的通念搾誇 (inter- 1::0 

11 personaL COarUenC! theory) " t し 1 ま I め Z t I 12.;' 
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li;-777ムユ示品1 い中 Z パ
人かいい之、 白んJ1."うまく問題解決行事力カザヒれ

、 4也希力、ら彩しい l問題を僻7夫?ゐ 1:めの財力

がその人l':永・められゐ rl' う" ~也ザあれ I~" . 

:，その人 l1 梨学0 的 l~ 11主fi;9~ 7.~ h /，}包いうもの?

|あゐ。むれ昔、の徒手oi血縁閉じ i不並々 tj. ~I~' 憶が

|めゐピ‘ i@ムli 、白己 l:ft訴すゐ認-仰をなよ t:

11) 、川の行勃 l:闘すゐ徒手ofJ.'いし解綜を命

ikf:ijすゐユビ 1: よ?で船内八の回復を

11lilt がろう tすゐモ希よられて いゐ o

I i也希ヒのまうたのすで対 λ約通々を litJ"ゐカ
!進ヒし t 襲i字的ドっき"の五つが仮説ぎれ Z

iLt ゐ・ずおわち 認抑 ia9升;梯ぶ:(ω3川 ve

i resbuc turfm)、‘選択的評価 (se lectil/ei eYlaluation 
I~) 1) 遜叙仰 S自立作用 (selective interacじ・on) 遁か反

|たの喚起(e附 a.tionof con~rぽ必問仰S白) 防鮫

|仁よゐ紛(叩ency日 parison)であゐ
仮説ぎれれ概論や古 iElt関して l1. :sackmaη や

iseωdらドよ'} (直淀的ド液訴をす久冴られ r:I ::ll 
iI約容や‘ iむ町研究の中 2・伺雄的 lく守れを女主 I~.;I 
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る~~緊も I:J~ ぃ ( B o.c~ mo.n訟 Secord，19~2 ， 176ft ; 

i Ba.ckma.n， Secord， 8c Peirce} 1963 i Secord Bt Bαckman， 
11附 ，，q 65 i; " S訂 ord， 18仰仰，訟 F:achus，I仰 ;Ha.rvey， 
1 'f<e lley， 8c S ho.f'n-o， IqS!J i Ho.rvey" 1962; frera.rd， 1961 
;命offman，/9 sq) 0: L tJ'し

|票 1:閉し
y ttil 11 

| 二の Secord8c Backman (川
|の展閉 11 、 Cooley

ili be的支隊(:おけゐ
|も') " -扱的

j conSi5 ten cy theoγy ) 

しては置イ Irゐ
lt 

をの ijif究先ヲ去や紡

?課題も争<.'9美

その後の概論 t
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。

Z 

ゐ
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!心両両足;二三-JIJ一一一--l
i ι 問題の

|ゐ

ii白人
JI1う白己

!白身 lくつ

i{手を‘支

1"旅討すゐ.

! 対ム的李健.1." 1¥0 -

1:11F3兄はぎわの

IfJ'"伴者{:つ

i者

|両者

jずる

1: !‘ 梨.管ロ者

?介伝

、

( 1 ) 萎卒的誘題

来研努の中 lじ的課題 i手

ナ I J ティ認-知 すヒ7 よ

lま

ヒ陪

t' 白タ

の関

中

2 くピo あ A1." のも

認-告白 :若

い1. ~~" ~O qゐ )¥0ーソナリカ"

z認・知的-ー震はヲ望論の

ゐれ Zすゐ

l': うす~ t3 

が認-表口
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キ請文?中恒例 I~ ビリ紙われゐ自己 f 紋枯

1'1 、① S~S/i ヒ① 5 ォ<( 0→5')ω戸数で系 3れゐ。
函 1缶、ら Is，月らずな iょう dて ‘白乙ー手支持 lま、①

ピ①の治会まの|向希ピも 1 認知のさ停が 5、認

日 l仰の!嘉絞対象が 5'i であ b 点 Z~ 枇の ìíl. 手O~昆綬 j ピ

要がゐ o ピ< l: 二の閉{手(~戎， 13 • L F の(1"つ}-

の予空白 lτ よゐ. す江わち、認・襲。活力f・:① βゥ 5・ピ

PJSベ (0今 5') の♂雰を認知しよう b すゐ場/~、

i認・知i!銭①の長給対象 5'i)¥'. i~ 活 O のすた仰を!々

111 し Z の 5'であゐピ Z ろ r: 認・初希 1ピ i也者ピ iの

対人rJl，努力ザ予告く反欧 3れゐ k期特し r:の7....:め

Iゐ o

| ふ補支の白乙一致結;'C類似し fて概広~ I亡、す

i Z61く述ペ t~ SecOrd & Bac/< man ;( 196 i) の対人的

1:. I逸/公がめゐ。対人的過怠 l志、ビく r~ 、白己締，

金・のめゐ側面 l:闘すゐ μ 白己認-知"ピ u その

i~'l O1 lて伺して、 i也若が白タ 1:対し t示す行動

の認-初"の通念を問題 l'~ し1. II ゐ e 白c--紋
げをも対人的建 {f;も、ユつの梨学日過程の r つ1':I 
11 is→5' ~ピリ主げ‘ b 索、 l1:恭逸すゐ.しげし、他|入
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ナリ|テイi認抑 i研況で l旅
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まず、 Vernon (/9j3 ) 

157 0'伺の-fi. flむある.
!日 i/?50)の疾患肢は (J)'0ぅ 0'ビ④ 5ベ(0ゥ0')

および②l'0→S' t① 5 -< ( O-'t $')のー数烹

ー Lt::もの 2・めゐ。 ざらい‘ :Bender& Hastoγf ~ 

1/953 )の波野得点ば① S→5'ピ④ Sベ(0刊')、!類似

!梓得点ば① 5-'7$'ビ①'ω'、表決感特得訴は①，I ~() 
:1 10ゥ0'ヒ@Sベのャ0')的/鉄広むめゐ。 ごの IZIZli;l

よ11

(:研究 l~ っ

!のjf.ぽ械は①'，0ヴ0'ヒI@

Dymo71cJ i ( /:C!1/-9 ， 

のー!抹皮

をi問題 :1て

t:も!の|で:あゐ 1・

h認-i知訴;犯の事力 i向iJ

を示すピつういの

ソ1¥0 -1." ~の匂、 l1

ソナr J、o
しf:11I震r:

‘iこれま

討フ|れ t:~jm:危・の:tä ~家{':広フ

キ孝

引用

3 の

の

jE~杖 lて関連;し

tiもわ‘も

認-知の

111 I (・‘あゐ

長初 lく
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。て法・べる
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(①'ヒ@の f 紋Jt) 11" 、 主述・し f-;: Dymon.diのJ其

匙械の指標 iの f つ i ヒ\~じがあゐ o i t: . i類似

ば得点、(①ピ①'の;ー荻~) 11 Fied l er ( 1950， 

1/9，S-1 )、 fiedler，Wa附句ton，& B，laisdell ( 19S2) で‘

:べもほ i用 F れ t いゐ iD ~ ~を iく、 C.row & Hammbnd 

( 1957):の正確捗 11 、② 5.-:テゲピ④ 5ーくCoマ0')のf

I~.l: Jt ;む・めゐ . 
i っゲ(':‘認仰の歪汁 I~ %きれゐ案件を;閉経
Ilてし t:研究ドつい Z述パるー
山 r( 1950 仰 /96'1-) 内dler，iW竹川
公8lω，'sdell( I守口) の椋史数 iはは:11、 ① 5ーテ5'ピ

I@ 5-< (O~o') in -r~ Jtもしくは①日'ι②:5-70'
lの J 紋定1.."めゐ.官:i若:の①ヒ@:の f 玖I安11i・

i :fき r:並べ t:Bender ~ Ho.stoγf iの法務 i得点の将
1;1 I採ビ向じどめゐ。ま t~ . Secord z. Ba.ckman. ( 

i 196/)の対人的遁か Ij、すむ(':鋭 llFlL f:ょうい
i jf- ソナリティ認知ヒ内毎が委なゐ (1れ γ).1‘

栃ボ的 1':11① S→5' 'c ③Sー<( O~S，)の f 款を問題

!lτ しi:もの t升むす: • 'cもどフゐ。 I
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討しよう也すゐ1¥0-ソナリティ iの白己--務持

、ずなれち i① S→ダビ① Sベ(0ャ5')同 r:-fXを課-

~ r h ~将 l: つい: e 11 、二れま7."(1 'tん V 折

名3れてき1.いない ;0

h l を?ご子、つ:グ lてi.来る干犯1.'"旅討すゐ鼻持約

湾建 lてiつい1. }主バゐ.

(2) ，白己 J 手立はの存 I主ヒ機;能

1¥0 - ソナリチィ認知の i島根には、対人 i忠清 i¥:

\0 啄ぃ関係を尤つものヒし Z 認定額)~以絃の i存 i伝

ijfrpられ1. ¥1 O ( Fied l er， WO-trin3't;on I ~ B l Q..isdeμ， 

i/?52;Fied{prp仰)0 凶1 I~ ミヴ t 示ぜ i l~ぺそ

れ 11 、① S今ゲヒ i②5今 0'のー獄、も Lく iま①l
cz主1)

5→5'ピ④ 5-<(O~O') の r 敦?奈;きれる i ・ i

1:1 I ネ析すt1." (ま‘対よ的支脈 r:お'1ゐ白己認知

|通り視すゐ巾ら 鼠1けしレ:fドfドく

i遇昆耗のうち‘ピく l': ‘認知希ザ白 /11' l~ 終 i張。す

ゐlザーソナリティ(5今s')'( ， 1也希がち 2すら:れ 2

!いゐ t 史-う自己(sベi(O~s')) 1':建白する o そし I:.:u 

11j z、両者。の-f.え亙二-fif。ち自己。ー弦i宇ヱ笠|ふ
i(衣1)， Fiedle-r( /q!il). Fiedler， Warr;n~ おn I It B (aisddl (/952)‘F，'ed{e 
|世 Senior (tV52)の研究z・.t1:. A511①S守 5't@ Sイ(0ザj の戸数r示J~t. Fiedler 

I ([9凶jの痴究以後z・・11.① S→5'ヒ② S守 0'の一弥ど示フれ l，1ゐ.椛Ol(196'1) 
11 同じ認問看 Z1'::よる⑦ S今 0'ピ@5-< (0ヴ 0')の妙i危伺1':. (=.606 

I_~ ~.fザ，tC30(川紹-閉山') r-=一戸~t9. tf;巳五一一一一一一
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k ゐすピ認張。ゐl' れ Z
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f営ヒ粉キ I~ 対する耐震.盛鴻ヒの i閉 i手 1: つ

以下の'(lllI I の視点力、ら線討し、白己 r 数特

定認・仰すゐ;遁忽 lて/f，まれゐ対人的遁たがま能 5

先ofi!9"ゐユ tl第 1の自的ピす

((1) .自己♂数秒 k対人女 3字通経

{也希 1:対すゐ吋足.応橘;の予見i完;丞，{Elj l:つ

、従来幻‘ら勿くの研究ヵ「行:われ l i~ 

来針転

降わ
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のL' う・もピltbJ;る7 よつもを

Backman訟 Secord，1959 ; Dittes， Y95ヂ;'f1a.πiis， /95"5-; 
1:， IMa仲 ，MenSinj 1 訟 No.fz7er，19&2 ; Videbeck:， 1960) 
L jJ"しながらユれらの訴:完 2・・ 1ま、認-i初;の
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8ackman & SecQrd ( 1962 ) d} W努(，.は‘1'0ーソナ“
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リ子~ (てつ LI 7.の 5→ゲヒ 5-<(0刊，)の一教摩 t 逐I~~ 
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t~ 的評 d岳(好嘉穂:ほ)の間保が:31 :急の-tr子学

生r=つい ti稼討フ:れ Z いゐ o をし t 、中立:的

もしくは般会をも If'てない粉キよリも材費 tも

つ拐をについ之 、これらユつの 22・籾}島幸~ r:I 1': 
!， Iあいノ弥はザ・35初 i3 れゐ E いう:純手をゑ;し Z

l' ゐ o

を-7..，.、キ b奇完む 11 、まず:現実 iの i字紙家自

の湯 1・Bacl<ma.n8c Secord (/962 ) 向 i祈~を進|訴 i的

1:猿討し Z 、白己♂叙捗 k場裏-港盾之の関係

|{liEhRすゐ.つゲ r: その号付 i宙物!の池
|展1':伴う自己 F 致結ピ吋建材!の飼慌の鮮i詩

的安 i~ ¥くつい7.~余ねする e

Cb) .白己 f 勢拡の稼皮〆対 λi密~ l者ド反 li'¥iす

| お零
1:， I すむ r:庄バ j-: B o.ckman公 Secord ( 1 q62) (J)針先
場、 1<ψita. ( Ilf6~) 、 今川・長淵 (198 I ) の祈 i~ 1.... ，tt 

、倒 λ があゐ将支の{也番 lてつい Z認・加すゐ自

己 J 綜杖の綬~ ( 5→ゲヒ Sー<(0→5') の/敦定)

i也者銭 i也希1':討すゐ狩:霊.~ ~者ヵザ孝雄 1': 関係し I :~U 
lilt t1 ゐ 3 也カピ育、うれ1. 11 ゐ o L b' し、 :れら I;.'~ 
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，-;-… 1"云77i瓦iF7L7三附可制
であヲ t 、;lal約i関係まむ・が口令。幸うれ f: もの
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11は産つ'げられゐ '0¥ t'¥うかを液討すゐ l民零かど
!わる・

! マ'{:'‘ H~l ト?ピ lて‘その i白人がす立的感

il! 悼をよせゐ{也争 lてつい Z認・手0 し 'l .p ゐ白己 F
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ii ゐコビむ}活力0 ・ 5威 I~- ~ -tt 、当れ lて砕 7
|診』也希{:対 fゐ崎重各局(~尚孝数)ザじの
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問題カザ i仇.る，すがわち 、白己ないし i也希;力、ら

認・張。 3れ1'=! I、。ーソナリ引の領、つまり‘築学日

講の ~~Il t.，白々白身!の 1'0 ーリナリ子4 ビ~ 1. t:1Iの

|ような肉姦をわ口し‘フら r: ‘iけヵ‘らヒの

|ょうな)¥0 _ソナリ i子4の持ち主ピし Z 狩うれ t

iぃゐ"仰すゐカドよヲ7. .!白乙♂;仰の l移

|危〆棄ならかいか、じうカ k いう例鍾 ;γ あゐ e

! De山 ch& Sol…l ( I 9 !i'l )の実政 1'. は ある作
法務題(埠 j~ 組的発見子芥ト)の成維 1: 伺し
iil てす史的拡白己評ゆめゐい 11考え iaりな自己持

i{訟を Lj:{f]λ): つい Z 、{也若げら者定的あ:ゐ
|いは后定的 I~ 好ゆ?れゐ?緊の忠清的反たを核

抑し1.. (1 ゐーをし t 者史的な自己評価を;し

7. l' ~ ~白人が他省力t ら者主的な評{~ i f ;受 Itゐ

ビ‘その耕キド討し非常 1:狩好事例1'=反応-す

iゐ.し缶、し、否定的な白己努ゆをし Z いゐ倒
jょが iけ力、う宕定的な評価を安げゐピ‘その
矧キ1':対し力、なリ吋案内ド艮必ずゐ k いう約

手E会し7. 11 ゐ。二の的手(~能力努{dÞ 1て伺ず I:~(1 
/;}もので‘あゐピ‘認-手口着の白己認;!Fロヵザ者史的 1(:11
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¥ 6 I 

なものむあヲ t も台己 f 政梓ヵザ i想定 3 れゐ{也

|活(:討し7.i JJ:fを.約(:反応-ずゐ二'(. tかし Z11 

|ゐ。

!桝(川仰)Iま白タ 1: I ~l t仰する 1¥
-ソナリ弘前与の没落成(諸島足し'l. II 令銭康

)ず蛍:定的力、手史的力、 t:開株なく、 i尚きな友

ムiてつい 2銀事ロすゐ白乙 r 数捗(勺}先ド疎いな

友λiてついての湯念よ')大うい." 'tを flしi(

υゐ

想定類似はドつい (1玄、

iλ の場念で lま婦?な友人ド
i人 iてつい Z も類似持が格支

白己評!ゅの i~ ぃ:倒

つい"2 t lJ:券いな友

ぎれない'( t1う締

事iJ¥"f専られ1. p ゐ

!lてつい Z3ZFOすゐ

( 1< a.i i t 0.， 1'16 ~) D まれ、白骨

J ¥ 0 ーソナリティ内海の攻寄皮

1:. 力\11 諺史的が{白人の湯冷 2・ l~ 、他希 r: 討すゐ吋

義感馬台V 蓬ヮ 2 も捜定 3 れゐ殺{以梓の銀広 1':

j義時められ広い t l' う鰐手ぜ示 3れ( t I ゐ

|(れ I9'7 '1-) 

以主の~ '( fJ、らわずゐょう r:、従来の祈究 1::11
L工二。れ ZEぞ外 81;閉すゐすゆ〈台。己認知 I~II 
(劣 3)鈴本 (/9'11I /'1刊)I~ ‘努初的録。叫ま ( perc.e，' ved 
Similo.yity) 'cロキんでけ. それ I~ ，同B寺1:袴討3れfて担-受粉i以梓
t a~l] すゐれめのもの z" めゐ.



府多が肯定的力、活史的力、)ピ安落(白乙:認知

向怠 1:翁足 iし(. 11 ゐ也、漏完し t l' な い力、) の

ニヮ の側面が ~'l ~胆:r: 't::り減われ、統-aりな紡

罪が得られ 2 いぴぃ。 そこむネ祈 (JLセ It 、怒・

日 l初若の S→5'1:閉す!ゐ評 {db~(手 k 夜毎 71< 手:を 前
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日手 lてえ iJゑし Z 、台己認初氷手!の;盆う)~白人が棺

若ドつい Z認知すゐ白己 f 李主将 lてつい Z稼釘

19"ゐ.

Cd) .集血肉兇 ~ÍI ヒ白己♂雰捗

fiedler， Warriη3ton， ~ 8la;sdell (19S2)の師事2で.: rt 
、 葬回向 r人員の者ぃ t自λ主人;託の {長い i箇ノ、

の伺 z- ， 1t -$ ( 1ftぎな友人やま詩.いな友人

|つ い ZZ足手口する穆莞惣 i以}撃の縁海 1:差が認め

|市れ ない
， 
e ピ 台、忌 3 れ

i自ム の葉自向 7也i立11

τ 

i lt よゐ語 i者約受事の経理

1Iゐ 。
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i也のが震

z"あり

それ台崎、対ム的意 Jむの~;樗?もめゐ，. 

し 1~ 集白向地位ビ白己 r 手主将ピの伺係 lて

:') 

7 ・い

Z 11-キ {て"まヲ fてく稼討フれ Z

!!ナリテ4の白

いない。}¥0ーソ

仰 lて対 λ的|;:己-f支持 E設予ロすゐ



l連武;才教'!能力ず認められゐ tJ' t..うかを検討す;ゐ jf〈
トめ 1: 11 、学凶 i斗邦 'i立吃の関係 1:つい Zの/か祈

i〆l体撃でめゐ.

i そこ r‘ Fiedler， W仰 i:nffおn，号B仰削(仰jの
ら|透夕、-的核討を eめiZ 、禁固内地 i立ピ白己 ir!弊
Aまの関係のん?粁fを:こで・の椋!討課題モずる:・

(3 )自己 J 仰の州通:移

I }マー、j ナリ手4語表日の遁移?白己♂手支持が iま
iil 起する際の械臨'1 l~ (1 、手理論的(:も 1 ・ま 1て i~jÉ. j.事

!の w匁結果げらも‘方向の裏 νゐニつのー:非
|並~~ r子認すゐこピド('ヲゐ o --つは、初日

ほの {~'l z" 、5ベ(0ゥ Sつを接手 1': して、それ lti
isぅ S' を i立づ‘げてまた:~ロすゐ二ピ r: よヲてー弥ド

1:，互ゐ退校?:めゐ・{包の{つ 11、泣い、 S→5' ~ 

i安孝 lてし Z それい念紋フせゐような台、 t:ち
い出(山，)を認知すゐ油会~ z・bゐ。
i 合era.rd(川 l1 ， Ha人があゐ義肢ド:閉し 2 白
)己評 i面(包己認平日) しよう"rゐ際、二つの I::() 
tl i私企的昨季安遁綬が区別フれゐピし Z (1 ゐ 0-
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つは、白少のは置をその属ほ l~ :闘すゐ{位若の

Hl重E 彦縫い較すゐ退移がめゐ. '"の日守の他

省のは霊:1'1 、銀・抑希 lてピヲ'( ~者幸底的事写(

informa.む・onaLinfluence ) を与弘ゐもの 2・・める.
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a1 t rゐ
(0..) . 自然"な季態 lておりゐ白己 r 弥梓の在来E

i皇!経

色己 f 敦梓:I~ I い(. . ~1 妻・ i忠清 t の飼 i主力、

1らい1.. l官、電器いな i洞キ l~ 対すゐよりもほう!な

|絹寺，~対 L 1 - 款の絞殺〆あ!い ìl~ 径を示す t
|希弘られゐ， tド 認知的--事持問の希 i

|売却、ち、っゲ‘のよう I~ 期待1.~ ~ゐ.すむ、わ|ち

し白己 r 教材 11 、紛今 1-:対す b的発終局 lてよ

I11 い)泉江ゐ ~;t' 能.を示す k 前日寺 r~ 、 31 ら ltia:人 iが

|ずかわリをもっすべ'( ~ ~也若 lて網し Z あゐ綬

|志の{拡を認伊すゐ並緩 k して存らすゐ7.:':め

|ろう. し古、も、そのよう町人々;ピの対人的i交

阪の進展 1:伴ヲ'( --港在実 i内町付ム約制

lr，i を棒ぷすゐょう r: その F 紋の終定があまゐ k

l期待フれゐ.
Blt仇 an訟 Secoγd( '962)の研究む時 対人 ;h91!

1$をほっカ盗ビし1. .運択的籾亘作用(s'針e'l的伽ωu:比'lectl付比凶Mε伐dωωctぬ必tむtl
i iT伽 actio川on川tけ)拘〆，持旅制討フれ'( lい'ゐ@ そ L( ‘個人 120

1) I l: l1 ，日ご‘ろ相互作用すゐ機:fr;.の号い籾キ t1;1) 
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r~巾伽閉恥んi川…のけ先いカ そ…うげむ なtJ.' L さ拘附んg吋ルキわい也リの 鴻紛令 よ り
、自己認手o:'C粉守;ぜら白 11J..... (':削げられゐ行動

1:飼すゐ認・初の遜 i念材をあく裂仰すゐ傾向が

あゐ二ビを示し L 1Iゐ。し也、し弘、がら、コの

r，i約手 ilまあゐ-;持品!1"の鋼生研究の約手 Z'iあり
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i そこ7.，.ネ所~ t" l在、字紙禁固の白伎な i量殺
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資料の恥手ピいう主‘7.."有食.系であゐ。 し台、し

i、急?れ[:終手の中 r: ‘統制フれ M がヲ 1てを 1::0
1: 叡令子新し芯い毒菌 lくよゐ易管〆命まれる可 I~-~ 
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認、仰の H~l ム柔 t 白ヒし" i立界有力海ぎれ1. ~ 

1t tt ゐ(Le附 ttha.L， /q5ワ;A da.m5 -Webber J /({h9 j 
|業ぁ・ I)¥}" ・市河・高指， '9'10) 0 ま仁、台己

1-勢抄を保抑的ー震ほ秀吉衛の持伊の印 t‘・別手
;， Iしよう tすゐビき:、個人差家数ヒし Z勃i機-jbV
要自の i様討が空襲1':江ゐヒ足、 fわ れゐ!

! そこ?本研~ 'l" (1、白己 r 掠械を中 lばビ し

I t~ 1¥0'- ソナ 1) チ4認・初混雑 lて t-iIj Q i自ム柔悉;白

川‘認・知的客自ヒ動機的寒国のユつ lてt，受!し
l11j z 、認知の通安芸 r~ 反 lî"す野容を死 1 日目する..ピ

lB第 3 0> gl約ヒすゐ。裏 iキ的 lてい i伊 認:知
!のを鼠ビして認・抑的袴雑株、動機・的零自 k し

it 私令的勃紙 l~ つい t 椋討すゐ・
; (乱) . ，¥0_ ソナ IJ:r ~認: lFo ~雑 l': 鼠 i宏、す認‘初約

1'. 袴維持の彩零.

| 認知的符手伝終 l1‘ i也活

関~ ~o すゐ二巳モ可能 11?

を号'1;欠元，的 l亡弁 ~M ・

せゐ i固 j¥の認、:長0，的能

!カビし t 実ゑフれゐ ( B付ri， / q 55" )。
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い t球討を行ヴ
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)、 LeventhaL ( IQ"ワ)‘ Ado.ms-Webber(/969) らの研

官約罪で 11l・設・知 i的 lて単位虻個人 11't: "自信の

反応、工 ~t I争 lて子ぅ~l] すゐ及舟ビの問 lて類似肢を

想定しやすい{場向のめ !J :.ヒを示し Z い h 0 

iL脅し tけの怖を付l ずる僚のjE~官さ iて

つい 'l ¥'j‘認抑的袴孝信 i症の校友℃の 'ftft1: -'菅

し r~ ;関係が認・められ 2 いない. しずも‘える耐
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'11 の差彦 1': ~ 1J コビを仮定し'[ tIゐ. しずし、Ii.IJ



ク2

ビの対応・ユれらの 7望論ビ ~iキ è~ ti事力滅的:毒自

ま1."，戸ずし目白 i長1: 

れ

れ内 11 _ ;J ，0 -ソナ j仰の仰を仰
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ユのような P 掠退移 r~ つい τ\ð"‘認-初!若/金

つい7..，の集副悲劇的配傾向をの祈すゐii去 l~

よ フ 2 その i 存そ~ ，~ f夜討すゐ

向日寺1': 、 {to々 の言思表日常
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也 がむざ

花れピ

I I r:旅討も可能 z-あiゐ・その際、
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第 2~ 対λ関係 lて針 (tゐ白己 r 依枕

の機:能

'| 認・表口希ピ線認知香炉隊仰の渇命の j¥。ーソナ
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ら事線的な枠内が力口弘られない台黙のが管・ z.. 

力、円 1象l'， f:ャゐ をきタ3!緩の /ii柑を行フ fて 1) 

宿本fr方訟は ‘ S→5' ( Sベ (O-'P~' )の不 J 委主であ
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表24. 自己一致結の不一致1\0ターン ~'11:itr:安動揺程冷桐T

不ー予丈1¥・ターン
t動温程

初耳害者 "数 CR 
(S-t5; SイくØt~)) ー致 if-数

現子 (N=21) ( + 1376 751 625 3.40女官
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[7JLの問…:瓦二 1:両 7戸し
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1旅討をし f-: 0 それは、{図々の被政肴了て l~ ，1 
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最大 2!f~ P雇まで・の )1¥居住空働力ザ伺滅的 lてをじゐ

可能村〆あヲ t: がら z.，IJ lJ" 0 

表26よ 1)
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日正 ijlf~ 1-b 
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isベ(ω1) ~l震は)、将位の社必的すまし 3 の混'1
il/定、 CA5 不毛剣先手スト E行ヲ f':0 被梨抑 i者
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を手口ゐ二ビ 11 めなれが健念な人間関係 E
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的ヲましケ評{岳 t/I~~ ~じし7. l' な b、フ r:1)' '("う
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i受動ヒネ土々的 qまし 3lq震はの空事力 lま砂立 z.， h 
:ヮ(:ピカゾ朗ら力、 rめゐ.すなわち‘殺射的
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社右前~ましざの測定、 CA5 不を捌良子 λ ト
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安馬表

安~t'.. t I 
の5-<(0村，)順位

の勾しまネ土/公的空

。れ

り

符枝の

h'.確認フ

合本町力、の

う

ピ

3q 

r~ 件

ー
." ワ

事 3S'. l軍i竿煎f表 lてあ‘l均 5べ(O~S')11踊巾の~勃身柄t( 安駿持作の椋討)

持作持組
5-<(0...，.5')順位の安静方自

I二卑 不安 下降
計

』ニ辱搾{乍群 20 11 7 38 

長世 ~I\ 群 9 26 3 38 

下干年 1雪作群 6 9 23 38 

言十 35 46 33 114 

も

þ~ jOi以

!将校群I'~

1 f:表

jag帝争

!広力、

pぐ.001df=4 う(;'40.94

義的. 5-<(0~s引唄位の上卑・下昨季勅 1:伴う社企的~去し才 )1頃位の安新身柄T

5ベ(0→S')I噸ぼ
ネ土企的望ましざ噸itrの事勅方向

上容 不安 下降
計

上早安勅群 l 16 

不 帝 群

3 20 

2 21 

下 F牢 J苦勧群

3 26 

3 17 3 23 

一
-gt 6 54 9 69 

n.s. df=2 X;'0.39 



分布T紡事挙~iL • 亦を
ル

E'
t
レ也をi干狩紗 Bキ

おlま

がその将.t1-

5ベ(0→γ) I吟1t

主昇守秘

{固ムよれ
， 

ー'

5→5' 111震t弘ののす寺 4‘まb あ

t，<r Pk豪勢下の

下防吸勢

せ

fi安

守、

{t~ 何ゐせ句lまくしむ

ヵザ( 0) 

Z"も

i也着

場/含a 

ち

め

わ

1" 

v ず
点目十

• 
f~' 

ゐがわ b、t -d 

す7め5守合I ~ れミて

λ 的機 ~I] I~ 

し

ゐよ

のS~ S' JI¥震は

胡易度 tJ.' ~6 界

• • 
，、
b
E
E

・

むレ

• ，‘ 
b
E
E

・
j又:r .. 
オl

11 Z II つ

表 40. Sベ (0今夕)順位の主早'1勅・下降衰勅 I~ 伴う g→ S'JII~位の・変動
!it村r(安賭拷{乍のm:"i1JL t:特牲についz) 

5→$' JI慢位円安和方自
5-<(0→り MWi<.1r

主事 不す 下降

.l:専~勅若手 11 9 。 20 
不 考 詳 6 12 8 26 

下降世事p群 l 12 10 23 

tt 18 33 18 69 

198 

! そ7....‘研免ヮーbヒ前じく 5ベ(0守デ〕のす

b l: 併う 5→ 5' の労働 E ダ斜「し r~ ・表 ω11 ‘採
す

5べ(0→5') )1頭ば t:

!を主昇李動1

!5づ 5'/1¥雲仙
1のめ。

j保安日希 1: ピヲ "( ~ゑぃ

;，. 5ベ(0-7坊を事手 1:

il認仰する.11

;ヵザ赤ロ俊フ

ttl 

紋遁維の存存!

千除 f動 1:
が得られ r:ピl

p<'001 df=4 ，t=18.91 



る.

( 199 

llj lJi 

あZ“ 。r材結手し.ビ単i主
• 
i面人

な

/1 年iゑ

事物なし;

'事 41. 5-<(0守的州事位の上早・下降者物1:伴う 5→g'順位の安駒分布「
〈個々の被附着~単位ピt.. t: Iit-豹j ) 

5→s' )噸位の~勃方耐

上卑 上卑
t，.主び 苦fミIt

下降 下降

Sべ(0刊，)I~聖位?待作ピおリ上専を勅
ピ下院f軒を開時1:示しt:被験者

5 7 4 

df=2 法0.88

16 

n.s. 

11 2・・7 よな、hu
 

伊丹ら

それ

Z れ

て

う

い

が jf¥

5..-7" s' 1: !あ‘

ビ-d く

も

a
F

、
い
t
v

Z し

度

の紡手

5ベ(0→5')jJ'" ~動

r~ を勢

りか、表斗l

のし

老

ωの純手

Z しk ば

ゑ

昔

話
苧号t114: 11 

f~ 参ャめ

搾討す

が庭.み育的 1:鳴い

強調す

キ来

。ゐ

白

、昨
今
1支

が

唱

の

-

げ

い

い

k

z

池
・
引

をi白人-己
也ビJ のそ• ゐ~ J¥、ゐ

z 

の

フ

i也希

k 

?易/旨

約機制 1':.

認知

ゐめ

り

7.. .. 

tJ.' 

7 

ゐt せ‘ゎ

(0 ) 

要

あを

よる殺人なよゐE fEl 

よ

i

l

l

a

-

-

-

j

i

l

l

i

t

-

-

孔tI 也<. し主起力、り4 11 予主 i量綬

。

-
7 



1:つ (1

個人 n'"iも

の白己♂教持 E3忍伊

‘実般的 lτj夜討モ

:の実政の紡界力、ら

フれょっ

暴械的 1:募も

j、o ソナ IJテ4の
孝笑

の存者易

実政的(:

考察-------------1 

t条う

のZ 8-T ヒ

{也希

すゐ

ヒli 

リテ4

も

二つ

{也看 lく対すゐ湯

ー砿 A症が認知フ

、前章の

自己

(ワ).析手Lg-(l 

折~ 3'-(}.. 

iの筒'{"

!際の械事，}1: 

!の

の点、ずう主白

第i

IIdむも

れ

~-b 

ナ

t 

ソ1¥0 -

行ヲ

ゲのつ

証券う

い Zつ

。

11 

ゐであ

子柊フ

朗 ~(l (':緩認-フ

白己 f 紋肢を認・手口する

対人的企氏、成"E.モtね Z 示す

ld ピ-." の-.， • である( I ピ

研究 2 あで l.tヒ-M れ'C'力‘りU 

11 ~主白ピ-d ，、
b
冒
E

・

令

t，
吋
a
眉・

。れゐ思わ

拘ザ 、

: l~ ~tÌすゐ

:過程 1:信ま

もの k 売i

t 

b 

れゐ

r 数料

犠い

の ~~'l の委鼠 E 5強調す

f 弘通綬 11s月確 lて認め

4q
、

・・

7
オ
』

h
l
h
u干

突

は

孝

信

己

ド

湯

白

l
u
'
A
M
F

、

う

す

t

i

-

M
L
Lチ
パ

r
ぃ

・

り

い

ら

若

く

弱

己

dv

他

ド

や

白

江

な

か

ゆ

め

V

J

E

3

3

引

ず

1

1

1

v

J

引
U
川

相

μ

V

H
味

ゐ

向

し

、

す

傾

千

対

ゐ

-

h

J

V

い

中

q

希

知

砂

】

明

恥

，，A
E

E

M

・
E

・

な

を

打、。、わも

。ゐれり

な 4也希

殺射的 1::¥1

りうれれか、 1::11

ゐ

をあ 7のむ

¥:つい t

紙貯11:芽プ‘え

i

l

i

-

-



t 、 t也希の {~'l の要函 nマヲ復調フ

:基ついく f 抹入量移が広

;の 5主鼠すべ‘?まさ界

i 昔 I~ 対すゐ鴻命、白

i也希 l~ xt.射すゐ

毒菌 l ~復調 U

具われゐ

一
ド
い
つ
』

/
~
制
第

wu

一
械
が

一
山
町

一

λ
t
p手
守
』
A
q

、れゐ

ピ
. 
6 1 力、(:くじ

fJ.' i也

、?急調し

鴻 l'

も

li 

の ~~'1 の毒菌

II }じ較的多易

il 。ゐめ

己

ど

{也希も7.. .. k -J 

己-~，t~ E吉伸す l
鮮がrl) 1易t宮、つ

1¥2:要力「める・ fばわ

r:一線的 v減配lピし Z 希

の認-手口浩の

し1~λ それ r:白己t の ~~'l の

:( 。

台t，c ? よ

本日進 l~

k 

の

る

-
M 

よ

1."‘ 

ユヒ

ろ-d 

;ゐ?努の

L' 

t 

ち

Z 1I つ才気.貯iの

校討す b

E超 i

E k -.， ゲの
:~箇々 の 3E-答。る

が妥当 i~ 々

放射的械w，'}力、 Æ~ ト約機.宥i 旬、の

11" め b台、のえゐ

!~~'l r: 

い t母伺が|

ま起検事'1~稼討 i
ftd?志介ヒ i固

力、りvち

す

が妥当

や'[" IJ f 数 遁緯を

考 ヒか、のj... ld k ゐよk J 

白己 r 字丈減の

操作将校群 E単iir.ピ

t: 分桁(:よゐ~ s，ij 

ゲキ什約手

。ゐ

Il 

~ 0 

あ

7." 

のキ従事'11: 

{f {正すゐ

;う問題1.... 

が研究

しのゐ:す

ヒゐ

~ 1t ') 

比較すE の

し

営危支‘向、 ら

挙~1Ì-ビ

コニつの

E 人

の



l 之02

|持作特 '1'生群 E 挙はピし f: タ柿 2・ l~ 、二二でヒ

!リ滅ヲ r~ ず々ての湯念 r: (j' l' "(従属をを}: l'~予
j荏フれ t~ 方伺へのを働力V 認-められ r: 0 し旬、し

!、{固 λE 単はヒし t:令析で 1;): 持 j字削群 E
i 単~1Iビし fコタ村紡界 E 長 1寺すゐ傾向 r: はあヲ

I r:ものの 有意な紡緊 Il得られなか I t: ・白

i 己 r 弥杭~ ~白トの対 λ 的 i主Jt.遁移の中 P 手堅僻

jしようヒいう立場からすれ 11" ，その穿起域諸1]

i も ~~λ モ単はビし r: タキ釘げら先閉す&ユヒ:カザ

:;委主でめゐ k 見・われゐ。キ絹私 lt}お 11ゐ {jiλ 

(単位のををn11J' 旅 1" 有色な純手ねず得られなが、つ

t: :. t {:つ II e ‘すで iτ 約界の¥: :ろむも迩

!べ t: ょう1':実感象付 1:IJ砿し f:被駿希数刀ザ

; I~- U tJ'ヲドコヒ 1':: J手函をキ・める" t も可能?

あゐ。 し旬、し師時 r~ 、研究 <ð-o. ま t: r;J.トT7.:' 

i旅鉱しよう E し(':生危機事1]~也ら広いほ駿若

:が刊さをま存存し t:'c希よゐこ巴も可能むあろ

') 0 

仮説的な希弘之めゐド } ¥0ーソナリテ4の白 111

己 r 紋 11，111 n 社 j公的事力減ブ lT ( sOciaL m ot.ルa.Conl;，;，



之03

具われ

肉落

何千叙ヵザ可能むあゐ

ニづの認-表。

) "の観点力、ら の ヒ

殺hザ、の'c s-く(0→デ)5ゥ 5'。ゐ

殺 J、的♂紋

E 

、

一弥のが13.lt愛
医1j主 1: おい t 認知的 r~

ゐ

よせrゐ

よせ

をの先制

ビーゐを

却
炉

4

・

む

相

銃

強

E
r
'
O
M
M
 

U
W

げ

遣

の

右

前
市
町

.ゐ

激減 (o..ff; L i ation 

子柊

ら 1: 二の鴻~‘

め

の

r~ 環競走保ピう t すゐニ

その意口事力、ら 、私冷的事力減ド

也

1也希ヒ11 Z 
， 

・'

し

I 

M urro..y 1 IY39' j Schachter， 1959 ) 

校射的機、制(":

mot，' va. t; on ) 

フれゐ

~ f: t..る曜の i箇 j、

型の{白人

{也希ピ

よ 7

r 獄 i直線

戸数遁 1

2・ら1'.1'・

る

よる

よ

Ã~ i、的獄事'1r: 

の存{五を認定す

リ危いの

ピ

る

j愛着

問!
中む白己打、力、わ

ずる理!の個人

の

r: tr ゐ

前希 lま

l P緊ts.r:ぜ

-宅、

;*~ ~ 

• ‘
 

•• 
a'' 
l
 
あでヒ

をJttlτ 白己の沿いぜかれi也希 t

し叡冷ざ

の¥1 

ろ

カザカ、

r~ 11あ 11

!射的 r 数

;円台仰

;安定

1."め

t固人

し

'
A
句

人

す

示

伺

閉

会

』

の

ゐ

ド

ゐ

抑

わ

理
実
1

、
.8下
昔

前

荷

る

?

手

勺

時

t

す

解

の

前

ゐ

理

主

で

よ』h
u

・

』

1

・h
7

4

4

d

十，‘

a
v
m
M
M

名

水

制

引

事

昆

午

、

成

む

絡

め

紋

の

ド

J

税

ゐ

的

研

得

射

よ

々

を

殺

は

H
I

，i
、

。

tt 1J 

t 7 よせ

ビ
. 
‘' 7 

tfい

ビ1I



校入的{予丈機|

l: ::主自し(-:. 0 そし z

ドヰ :bしiP 

一

名

C

一
勧
わ

一
先
吸
困
応

一
呼

k

一
同
ゐ

ス
k

v

A

F

M
ザ

f
い

主
れ
刺
…
r

テ

の

の

う

J

ょ

ス

ち

定

群

差

げ

功

m
-向
井

信

以

内

宮

‘

t

伺

仁

イ小

γ
い
キ
・
酔

i白人るれ

Z 

CA5 

フよ

のま5手‘

疑い 7手?

(夜射的 J 紋機常1r: 

ー教機 $11 1: 

〈ピ

l1 れ t:枯玲白子

ド的 1e長向

，、
b
E
E
-
-l
 

• ，、，EE
・

り

フめで

1受入 eg1==午.ff ， (¥/== 11， 

'" :: 1.00 

-• 

7.... t == / • ~5' 1 P == 0 . 0 6 1 

、殺入的措.事I}r: 

号

。珪l の

希の-w，.~内怠{':閉し

U 1 のMann-Whi tηey 

両 ~~IJ 様克)。す

N:=.'+， e • 

:スト

i差裏

;tZ-め

:oぜ

;7.1 ~ 

ト

ピ

t 

， 
J 

れ針決的 l: ~'めら

~ yじ較するの紡界

を旅討し

わ

が

佑

く

f
H
れ

し

う

自

信

ゎ

7

泡

砿

ピ

県

を

か

切
出

げ

い

飼

れ

ばれ

t ピ・‘ ゐJ 紋退銭 2

殺射 a!:Jttf配11: 
よゐ

ピb よの~(ß人 11 ‘'れる

もをかかかわ

I J強い

包/かもよ{白人

Sベ (0刊，) ~ ~豪 i茸

lて認・仰する

的 r 獄誠事I} (:よ

よZ 

11. ピ-d のー
" 。

，‘ 
b
E
E

・
)j1 -'( 台、 if'ゐあl~事仰の

そ

J 字文 1kfilt玄ゐ

5→s' ~ ぁ-

ピ-、，7 よる

Z 11 {白 λのる可!ぅ殺ム
~ 

長 を示

t 1 本自〉主ヒ

ピ'‘ ‘' 
φ 

安定5 機~，]の

れ勺，l'i持持作文が認め

自己 r 綜 lll~ の

つ"rr IJ 

• ゐII Z 



205 

をビ' 
J ゐめ1.' が可能

• 
η 綴理 H~

7 よ孔II 

i回九

ビのも

がり

ゐ

ま

白
ロ

λ
u
v

三

子4の

空起機$11を両手日月す

想論的・続験的 1:

ナソ} ¥0 _ 

めピ3 

対人 i

れ l
i也着 i
p め

存I主力守子 m.フ
中

ー守主機.事111....あ

げが 5金額13 

の初象的・

希集フ

(1. ーっれ r:fI 

の恨1]の要因

の括支部'1の

が強調さ己自t了の

¥j: つ{也の、

?号i
企 1字的 I~ I 

遁綾の中 c-

敦 11斐カザ不!

が時間|

ゲ不一弥なが径

z 

f て t~ ト約一獄機-別

表駿的所すE

f: rc円建を事者 i主し

しおヒを

れ

れ

を函

五つ

包

|観ゑ

i忌ロ援す

! 努3奪tの旅討誇題 (1
j己 r 弥 J¥咲か，-'!.起する際の

i二ヒ7."めヴド.その際

!っ

:.， \ß~ かかわ

! r~ .t受射 eg

i の i~'] の

:ゐ

j f:終手

:ま

• 

活

立

は

俳

.
点
的

白fEな

白己

自の宇紙集
• 〈

l" ¥ま

あ、

研究a

a寺蔀

1 

6 

めt 

のη ナソ1¥0 -1・‘あゐ

そtlし

，t勧過程
にラ生白な関係7 よるあ

う?本介を行のr: t.，ゐ

5ーッイヒ 5-<(0ゥデ)

てr:従ヲ

てしそ• 



なが徒 IJ"

f 数 i島

根術的城、部11

i量綾の併

すなわち、白己 r 募 '1喧の不威主

事支のが響、.r-.守勢すゐユヒ、-ァ

当初予想.フれ r:

i邑校ヒ殺 λ 的才板宿1] I~ 1ゲ〈

(之06

-、

ヤレ
b
恥
か対初却艇

ゲ

L

庇

み

を

怯

f
f
m
若

ド

品

化

のlて。そり

フJ lま主 lて

最も

研究

つな力、11'" fJ月ら也
. 
" 品

む?女子ヲ被駿希ので 1.1:ワ-tピワ-0-

宮8-0.ピま t~Z し

委文 ~I生が~較的

ゐ燥 II 1j' -{也着 l~ 筒

実験的 1: 克明

自己ーのi-i ナソ} ¥0 _ -T 7:' Iま

|京線的同 iτ 伴う

殺射 tJ~ - ~支株: ~I] の

I f~ 、るtt }t

iM lt伴う刊のを動
械部1}もま r: 存在すゐ終手を得 r~

! 以主の紡索のうち 研究 6
i-bド示され r:終幕 l事、前章
!萩 J憾の対人的遁た域能の r つ

l~悉弱点域協"ををね Z 石室訴すゐ

ヒ子程、フ

生起祇‘制を

t1 くし1: 主主己

一致械の己白

gゥ 5'の

E 棟計し

で IJ:

5べ(0ヴ 5') の i変動

す純手

ヒ. ~-o. ワーα、研究てし

~ ~写 t:

Sベ(0 -" 5')の実践的

ま。if-E {手作

~~λ 的 J 致

び8'

f: B 
u額全日関

p
u
 

1.~ I> ヲ

-よ半。g-a 

の

7.... l J 

t持討

7."指摘し

し

ビ

であゐ

も

• 

8 -b k二1-'0 



ワ-0.台、ら ig--b j iz--のi回 iつiの

r: 特 il生訴を i~ Iほしいれ

れら i回 4っ!の;実

t-:受動タ

( 207 

れ"'t 

uit犯

は，、持作

{" 

安駿純手

。?祈で?専ら

ろー... ヒ

単;i立

~ もの IZ" Iあれ

個人単はのダポf!紡撃

すなわち、感 A者約 l~

11射的税局11r:基プ‘く

的成制 r~ 委つ“く J 数遁経も

しヒを別 r:被験者個人品質，で IJ 

きやのつ11 。す1怖が行わ

l也者

F 手立~絞も

す

t: ι 対ラ

存証

{也希1':

る

li 

あ

t 

(" 

II つ

よ

、婚 l'

‘放射的械部，}{':委つ，-<一致漫経の

t~λ 的核・:6'] Iて碁っ・・く

ド示 DfF

ピ
~ 

.， る殺 y、
lま

存{主 11元ミ フ

2 1¥ つなしし旬、。-れが庁、フ

一致活殺 11"

• れ(:ヒ-d ‘. 

、

・'E
・

の

[': < 

のも

し

実践的

事支機.箱I}の殺計方法

キ奪

れ t:

!存ら

• 、‘.. ，
 

噌

a
・・，
s

，.、

挙 i在

r:旅討

旅討約手 1;):

U 
~ 

の7 四のフよi二述べ‘Z‘、す

|併記

希{函ム

被験k f~ 検討L ビを様作特 11生

単i1r.

It で

ワ

子盾すゐ

lelこb李主し

。?材r~行のつの二しE を

の-Hソ、hμ の観点つ-..-。，、，・t

E {自 j、力，"り

も

t，j.' 

L 

し

I院予

力、し• 
よせ

ヴP、。:

な

I~ 

tj: 

7.'-

1." 

の

向

も

カ



( 208' 

操作符牒:~準 i~立|ヒ j し

l拡宇ビも{会め iゐ|も

Ij 

のiで ill

つ 11 てl‘|徒手

t~ 様討方或: I~ 

治
μ

'c. 1': -
J り 11 IJ o ，:jの

実験研究

世」ビいt.f 

れりで用t'ゐ

空間 1巴

( 0守 5')を受 '1

( 5→γ)が旅討

被験道

説朗すゐ

の実験7." 11 

• がりfJ.' 員事れ

のcreγard (196 J ) 

b 評 i面よ{也宕t 1: 閉し

己評{晶白の徐の花の北布駿

包
v

u

C

M小

金
目
、
手

霞

庄

、

1

b

B

A

q

b

t

t

J

 

力

Peirce (1'163) 

専門容の評

βベ(0ヲラ， )が放言す

Bacl<man， Secord ， k 
白債の欲ボ 1: 閉すゐ

ま。れ t:

実駿(..li、

I'~与被馬表着

、被験道白努

り者定的 r 否定

f:被局長希

美駿の 7易B も

ゐ評{晶 I~

の
‘
桐
が元‘フそ( 5') 

のりrち。ft 

が者よf: 1也着(:りオ1

f: 5ーヲ5' よII 2 し自信 lく認・手口

し r~ 力、‘.。フJト官級?:ぁの力、 J 方りビ“ちの

先手主 11

単i江

|っ

れ f:紡界の椋討

z" ~を il ~寺持者手を

f:方ぅ去

り

実線

挙はピ L t:骨折絡事

相T紡募 iの{面 i直を

考

の関連す

の

l{面

iぎ

iぇ
!初

的力、

で、用い

.f狩究

r: A夜討を行う際(:

のつ

の研究

回の

り:fl ーJ Z フ

まピれ・りヒしヒ

• 
5ーヲラ'

11 l.J か・・ r~ 焔 3 

の被験希の

t 

ヒひ

ヲ同じ元法 2・‘め

1:1: 支局長 r

(: < 

オ=-6jf況の



‘!主昇を事ijJ，t 千iP:象i'変i動iが

( 20タ

S~ (0今吉，)1':. li 4 しも

;主罪|操作

fτi被局長 l希 1: i頗jすiゐ

II 5→S I の 変動タ祈が

( i・ヲれ-d • れ同e寺r:l'撃作tF

千?年様;{予

の後

し1': I威i幼カV 嗣 B守ヒ

L くもSー<(0今 S/)のそ

実験持，~干の椋討を

を比較すれ 11"，日月ら

実麟象 tヰの

!力、/;) 0 向持 r:: 、

jill震はの，変動 /jJ祈(':

作者勢」主役頬 y

r~ ト的税制 l:

! ( 1963) 

!~1 

フ

ピ表

~ iQl) I~ :ピ

奈川

手t主ピ

研究ワーb

11 I 

• るめ(，. のヲな

ビ3十 b

可能

しをi函ト力、 I~

がわ

r: 5→. 5' 

30で

(1下

め

料対寝
'

A

駅
義

弘
攻
'

的

。

咋

が

属

主

看

従

「

駿
宵
M
柄

、4
e
t

ヒa 

..， 

じ

ま

ぞ主

ヲのも

て

て“

あ‘

が歳し

表 31

31 

れ

方

、I;J: 

主i tJ、b r 紋 1量殺を

戒解フ

ゐ

も容易 r:.

よ

ふ?あピゐれビ，、，・a-t 
i
 
t 

B a.c 1< m a..11 I 5 e ( 0 rd ，&- P e ; r ( e 

l: 指摘

千Crero.rd (/96/) 

r-::" ljの

f:狩 Jほ 1:flIlする

ダ村「ピ:同義 r:.府

1': ~寺7 よす

の持作力¥.-方印

し7.. .. (j: (" 研究の

力、りま t-::11能力評 i面

れ、待作フ

闘す

めt~ f~ 

ま

つ~ 1" f案作

ゐま H~l 人の/庁祈力げそ

r:本訴児しビ

。

導{主

ゐ

i函ム

Z 7 
f、
占

h、り

ヒゐ・象5手

1理由の

-れ

j二

予~ y 

レよ



ん?村f純 i手11

しろ蘇

( 210 

し!fzijt#r

之"む;の〉・ぜ iゐ

1手作 7寺村 i~ 浮，{立ヒ

~，考，jf.じポ~~く

• 

、

し

よ1-

む

k 

で‘の

純手モ

ヲ t:あ

考奪す

t国 λft.お ltゐーす主混雑 1:

単i江

(2) . 

Z フ事t:併がf絡しビモ個人

~走塁杉賞品'Jの-ー砿校己白子4のγ ソ1，0 一ピ

~l t~ 1、的l ¥ め b勢械部11-放射的z 

間緑をの、じっ幻、内ゐ作す仔カザ一般的

ず‘のえ

ず江

つ乃しk b ようfr f:先日目

。ゐれ思・わ7 よのが妥当のゐヒ

手す i函を手~ .r抵.貯i1立射的 f

示す{白ム

の ~~'l r:. ~@ }¥ 

両方

t:・ヵマ存伝ずゐす、
tトず i白人'r小依存後:~'1 ~ -の

1': 嗣

広副
W機

先

ヤ

」

計

か

い

、

i
-
P

人

'

削

工

し

し

を

行

勺1 f 綜株%'11i i、1Jg』や

も

希象

。a めz. .. i万売

て¥ ' つの結果'3'-b k 宮-0.1': 析記すむ

対人的症

すれ

金

ね、つ

i面ムの

立場

J 弦 1¥咳 E己白7 よし

単i江

7 t よr理解l" 申・氏、if!認の

よ

て

ヒザ の

しヒ

。つみめ

i函ム i箇 j、

7." 者カザ在

主夫2 減 ~'l も

ゐ k 

の

1':'稼討す

そ

114' pt] 



7 

ピ

¥1 

ti 

℃‘!ゐ

、

っ
吋
芳

仲
%
削減h吋』

ム
別
V射

殺

殺hM

止
E
E

芸
品

i~ 人

つ
品
目
不

A
J
ハ
凶
可

払

ω

d
知

ヴ

ιの

ぎ“の

( 211 

〈 --敏症候を

--紋;J!!;絡をλ 的キ悲劇 lゲ1ftつ“く
7 1力、 1・I: 

7:' ヒ

っし!f~ 

lj" L 

問;麹 ;1: つitl iZ 

b • 

'11 

:，(J 



( 212 

自己 f 数維の生起過程 lく

おl1~ i箇λ差要因

ヰ章第

ディ認・切を怠め

ま観的な判断遁経

遁綬 l主、認知道

欲末態康、勧株.つ.'lt 

II {固ト差磐函

f二女守ム認・知 J!程

カず

チィ噌ナ

内野的撃

彩響ざ

。ゐれ

力

も

わ

は

フ

能

d
目

前

防

の

し• ゐあz .. 
ナ

Z 

ソ

め

ハo

ぎわ

k ゐ、れ

ソ

の

ハ'ー
'C' '6' 

く

の

ナミ ラ

のそ

く

、

し

て

の期初

ら

仁

が

、

し旅討訴題ビ

問題 I~

モの)f.石置きナリテ43R-手口

研究で

8 
事

ソ1¥0 -

なしE i回λ差t函も

従来。U 1I てすl号、ド幸吉界が‘ f五

pe rsono..Lity )、{永存林(

号くの者数が殺計フ

紙会の今~・ 4長

11滑i定

depende凡cy

響安，拡ヒ

i白人差

ヲト罰

ナソ

ゐ

( 5 e 1 f -e 5 t e em ) 

均点主義的 Jマー

わ力、か、過程[:IJ 子435仰の

白尊彪 k者

ナ

;毒菌

:11を( ex trapu内itivenesS) 

;リティ ( αuthor，-ta.γian 

Z し

J ¥0 -

ヒ

てすl也"な

)ヴ

a川

a
E
4
4
d
d
れい

川
町j二n lJ 

力V り

のす高匁 1¥咳

ね7力、し

Z 

• 
し

ゐ1I 



i l"l ，立;す・

B付γ，. ( 1955"， /q/， b) 

tf 認・知的袴雑 'l'I (乙o~π itìve comple)(ity 

i対入銀手口 i昆綬 r~ 喜多饗する i白人差黍鼠也し

!進昇、有

;絡が J 殺の判断 i量移

!認・手0様進的観点、から

l 213 

の務響 1'.: 闘する紡手

で li む7

函sz 
の

~
円
、

一
伯

9
喫

フE
h

吋

J
弘

ω
44υ 題

カザ ‘ 

れ勺

" 

• 
づ， lf tキ釆Z ヲ

の

よ

も(: L もし

、z 

の遁

な

Z"あi

ヲ

.対人認・知

よの-J y人主

ゐZ 

あゐ

~ 

Z" 

Z れ力キ見フ

9
4
w
 
的

季

初

れ

古

手

リ

h
v

認
す
ザ
・

l~ 1畠切ナア 70 ロ

を安ね

の

見-ヒある力軍}拡零ゐキ夜討のそ守、

李主械を白』己

中 Z:1史解

てをn滅的巷歯

チ4の

枠総白

{固ム差安紋ヒ

ナツJ ¥0 -

A安手重論の

ま• ゐれ
ヒ

の稼討|

7 よし

しl-;t..、

ー李主 /1'まの生走~ JJ!殺

子4認、手oj血縁{: }支(~す

‘認・知的要因 k動

克朗すゐ

• ゐれ思ゎビ
ヰ章

ゐな

z..第 白己lま7." 
， 
..， そ

。

Z の J的 WPv 著¥':

の観点ずら

II 

ナ

つ

r: .}¥O -ソ

コニ つ

函

の

ν
L
S
Y市
両
日

出

差

号

、

中

人

仰

を

情

機

，・11
11 t?認知あ、リティ認.~O 過程

の務署

ナ

的説雑 ~I主

ソJ ¥0 -

.'11 



{之/4

(1) .問題の設定

Kelty (/955) I~ 、個人が私令の中むよリを

|乏し r~ j章氏をすゐ r:め l: 、白己の環戒を解終
1し、そこで症じゐ事象を予芳]しようヒする際

;lt 用 l' ゐ個々人狩有の ì~ 手を"人の樵ñX.~キ〈

i personαL construct) " tロ手ん fァ.そ して ‘人

111 ~うしド溝ボ俸のいくつ力、が相互 iく関係し

jあつれ tt減ボ時の咋手 (cons tγucts system ) " 

IL を もっヒしていゐ。 Bieγi( 1955"， /9166) l~ 、この

(檎Jii.停の待券がネ主/公的な湯 1: お rjゐ人 η 勢初。

他殺を有知 I~ 説朗すゐ祇~・(:なリ得ゐヒ希え

λが対人訳、来日李健.C"余i用し得ゐ構が i孝の傍

j系tじの移摩色、 tt認・事0的袴雑株( C ogπiti ve 

compLex.ity ) "の概俗(:ょっ I f< í~ Lょう k 古式、
;計 t~ 。すなわち、環婚をいか r: 豆球 1: ~~綜し|

;予想'1 する旬、ビリう問題 /1 、個 λ のもつ構 l1i.~キ l

iの i本糸力¥，. t，.の雑~ /n ~~し-Z l' ゐ刀、1':依存すゐ

o ~也希 E 認 ~O する際、分H'..し(:構成時の iキ糸 I ::ll 

をもっ個人 I~ 、そうで‘広い i国人 l亡くらぺ、よ I ;~IJ 



特有1]z.‘ 
l~ 袴雑 z.. 

単純

認・知的袴雑峨 11

~lf 手.JZr 

I 之15

• し t~予測ヒゐめ

株 JÁ~来

主差

ゐ有

あl~ 認知的

Pあゐl事録・知的 1:

{也、

f 史のや1~鉱 1': 対し

定義

係争1~講ñ'J:~キ傾 1伝子

で能力の個人ゐ

句、江、Z 

:リラ次元的な弁日IJが可能む

:ょリラくの観点打、ら{也希

!の jキ系

llt ‘#百.]

itえ

:着 E今;}:?ji:.的

:ぁ 'J 、放 i予約 l-:
8.1むの

を

i回λつもを

い t匝人な3骨1." 

てヵザヮし• .，.. 

しl~ 持日1]

、li 

iまれを。れゐ
ー

Z しビラ議 Jl~

e
z
 

'
'
'
L
J
!
1
1
 

h
川
崎νL 

，，a
‘、

、
』

tス

Rep test 

手望論的枠組〆受

て概信:. ~じ J れ fて認知的袴雑 l

徐三つの方白で紙げ|

t認・知橋!

Bieri， 1955 ; 

。ゐオ1"'1 

す1あフ

そ

K e l L Y ( 19，5) l-::よ
フ

研究 11. の

し力、 1':l' \~ f つ。ゐt 1 

l' k 力、ゐモ"5Q'1えず差薬

係威

の人i国々

ゐむあb 

BLa.cker， ，Q56 門e5seγLey， 19S7 ; 

Beγko witx ， 

、以下test 

Ij. 

repertory 

り測定

よ

旬、t>、hH
 

B ie ri食. 
' 

、.，，

a
F

‘

.

，

K
J
 

的

d

り

す

法

Jμ

h

K

I

n

 

-併

h

u

隔

が

』

川

・42
f

‘

.

・

1

て

.

3

n

・・

l

，•. 

γ

e

 

G

M

7

n

e

，l

，l

立件

e

v

同，J

‘.，

、

ω

)

B

肢

・

勺

建

制

か

か

い

山

11ゐ

よ

ゐ

考

あ¥l1 ゐ

1 1 れ

i

l

i

l

i

-

-

/9，ヲ;

Scott， 1962 ， '963 ; 

gと

19・6'; 
Lundy 

Jo..ιk 50n I 

195ワj

k 5echrest 



( .ll6 

，q 63 ; 8 ieγ ， k Tγipodi. 

M o.yo 

. ， 1963 CarL son ， 

/9 b if C γoc kett t &-5 ，~n~er ， 196/.1-; 

I;l"、社合

の梨学口減主主

!A{{ard 

! Leventha~ 

k 

k 

!?日月
Leve川 ho..i 安 5;吋 Cf，/96Lf.

1 /9 b l/- C roιk e tt ， 1965 

的判断 r~び鶴来

l':機能す

よお白qつの{也• 
力、ゐねげい力、

方向す

iOOλ 

う

Z し

/q55 ; B ier" ， ゐあでゐk よし

Cro c ke tt ， Mo..yo gr F 

!高卒者

i さて.後マ

1t認-知的禄雑』ほ

! ，Q55 ) 

!ょ

の

.れ

! 7." (~有意.差

jの行事力

知的袴終 ~I度

191，9 ; A da.ms -Webber， P 

e I q 6 ff 

~'l 行動予のi也着ゐIj あ‘1湯面の

B ieri ( l;l Z ¥，1 つ関係のヒ

Ado..ms -Webbeγ ( 19 bワ)、 i
ヒ r:高猪

Leventh aL ( 1 q5ワ)

な( 1'170 ) 市7可l
 

I
 
i
 
‘‘. i
 
.，， l〈 7失~

球討が行わ

り

認.知的

ヒ

げ

、

完投
保

h吋
J
h
ロ計総

たfゑの

Z 

4也着

しそ

ビ

• 
~ )，G: 

ゐ

白

樫.乏す

l'l rじ較的弱

の

Z 

う?

れ

主"II 

Z 

挙終な i固ム

同 r:類似 '¥1生

フ

ゐれりカザ認めi頃向ゐを

く同i暴

力ず碓認-フ

のそもビー

他者

封1もZ 

ま• 
つ

な

正格 3

閉じ

11 Z れ

~II する降、の

殺 fl

子を

明
対
U

戸

川

・

一4
0

3

t

炉

転

向

研

係

諸

ド

ド
キ，
J :'tI 

しJ 震

主ビ

のピ

• (，¥ 

の

ti、11 てりめ



}

一

的

奴

7

一
企
逐

'''-三

社

勤

着

J

-

丁

也

練馬表着

れ得る

の}室釈以 I~ 関

ゐめZ l~ 対し、も

の力、つ-，1." ~=tわ

市
寸
可
、9
g
v核

V
』

戸

い

V

1

J

 

カ

告

‘

芳

雄

ふ

す

支

慎超a叫crt
 

ヲ

t

I武の2 しそれ-'f 

つまゐl' τ れりゐす • 
i1 ナソ， ¥0 _ なワよ

=ー
Z しヒ

-
h
 
.，t

・
lまなZ~ わし

の

M
H

人

得ゐ
す、
ふ有ゐ

の〉邑耗

認・知的袴雑』トま

i量移を説朗す

校討す

を

b お渇(:

初な和弘食、

中 Jピ、すオム 35手口の

i量殺

li めゐ

?のZ'" の子4言忍板。ナソJ ¥0 -ゐあ

れ
-

す

示

刻

一

い

渓

子

丈

ωね

、
，
E

d

r

t

企

即

日

日

)

島

}

7

E

t

t

t

み
E

V

V

主

F

V

世
F

，

F

一
は

d
m
d
m

た

キ

訊

前

線

む

約

よ

そビ

なネ主/公的カザ ‘ 

を力、

で

~綬 r~

l戸撃

のそフよヒ"のf-= ましI'~減能フ

克明 ゐがめゐすをカ、ゐZ (~.\し民

• ゐ、れ

の那智1':

主題

中』ビ

モ砂立を私

緩

む
C

ナ

遁

討崎
将

子4認・知ナツJ ，0 -11 7." 本石骨事，1." 

Z つ的得総械

が詩文

言息切ゐ

ツJ ¥0 -ゐあでの?索、のそ

認-まロ1 宇のを守主，1'まi忍ま日-己白

げ

の

・4q
・

誓

お

う

テ

，市・・

4

1

e

'

d

お

ヒ

ド

J

T

j

s

を

兎-わ

そこ

• 

尚喜|

子41

様討袴贈ヒ i

の

ナ

f、

ソ

i也者

tt カザ J ，0 -

解日月を

主

の認・知的視雑株

呼命令をま

j!殺で・穿 t~ す機能の

1 しビi感吟

:認手口の

を



( .2.18' 

認:.~o のjf.球 3 也程-定額 U:l. ~長

めわせ Z 株討を行も1 回
杉並λMF

 

ナ

H'
籾
'

T
a
v
h
 

a
l

、A-
5
0

一
'

E

V

F

乍

L

-

n

J

~'l ì史的 r~。

関誌の実純 1: あ r~ フ Z 、下，:言己す主う

震・ 1及診を r~ "z f: 0 二のほ鋭 r1 、銀~ ~O 的稼雑紘

'(. ~也希の行勧予想'1 l: ~し 1 従孝の研 'fJL {'‘ i寄ら

いr:純手 すなわち 仰的側肢の付ヒ

|予測の正確ざ 11関ほしがいヒ l' う純手

|終和的 r:単純な個人 (i 't" 白4也の尿た-閉じ類似

111 肢を認定しやすい崎伺( Bi叫 195，5; Lever川氏L

1， 1957; Adams -Wωer， 196'1 ;う真右 j也 ， 19'70 ) l~ 、
同論文事 2奪 r日月らげ 1: し r:自己戸数杭ヒ

;悪感械の銅像、

iすゐ終方 lま端、い

な研

B よ;び.

証手

数半生をさ足・聖日

4也着

白己ち

つ

す江わ

な i也着 つ

得

円い

7
LIfi t!: 

な

E 券且at-

も江.t~ 

約手

主

ピいつ白が芥うの行 ~\ 1 

'huv 

す
u
，
、
り

切

れ

M
M
K

も

7
L

む
C

し
露
骨
小

絹

川

羊

y
p
b

ド

ド

精

着
‘
宮
市
.
感

他

球

柔

• ゐめでむの

カ，" ~ ¥ 1;1 

子4肉洛の.if.

ちのi自λ の認手目的符雑枕. . {鼠説 1

ナソ

-半
4
k
u事l: 対す b

• 7 ろ
i也希

でめ
• 
tt 

な

し関係.iE -ti宝塚ビ



)副
?
一
認

竺

tι

一

d
h

一
紋の白己4民総 2

きくII t" jにJ、

í"~ 

‘認・転。的 1: ~争奪色な{白

崎支.i ピ}ミ?

• フ

ナ1¥0 -. . 

II 

ゐ II

ろめ

持母

対す

同吟 r

t也肴 l:

もZ 

つも

つ数 i~ホ iを 1:

すゐ

i、(6¥EJ寺r:

~主

(2) .研究 q

n ~去

'. 

浜市主lま.のフtL~ 

• ゐ83 h z"め

的援雑!肢の測定

リデ4認・仰の芳l定の

被様者:研況の対象

i孝副展中寺放の l等主男

;~'l 定内嘉:測定 11"‘終手口

崎豆急時t1) ~~'l 定

( 0.>. 

ピ

1): 

ナツ}¥O _ 

布5可

II ( ~1' ? 

① 3込初的袴雑悼の ~~'l }t 

高治

ヴ? . -， -，ー
i長

t閉諾フ

あl
 
t
 
l
 ‘.
 i
 
J
 

• • • 

ゐ

診

す

す
u

v

-

コレLgo 
時tz 

すL? 

十 )11震

よ1~67 a.， 1~~7b ) 

内実
d
p
z
F
 

'
'
f
 

I~ 6 b I 

のl' t:: • 用をRep test 

Rep test η 安施キ ~l~ : 

3吸う会報 1試合、ら淫 lすれ f:

尊敬すゐ先生

遁去

1;.友

の伎客'1

. 。募展

o 1・、あゐ7 よずの

@.  

殺の

つt 

( lIf 10 i@] 

ぁ-

中か !Til

1 し

知人の

をお述

ゲ予見なの

.('. ) ~. 

よぁ-

友人

回港着

な" 
考



220 

りt-ii争1ie j主 1-:'該当すゐ人矧あ E あ (fさせゐ

.①認定予れ r~ 10 あの争~~努l 人物モ最も遁切

l':ゑ認すゐ E 県・ 7減給特械工、その反対の特械

を‘おのあ、の J ばゐ行~ ~訊対 r~ j:'りを己ざぜゐ

@求められ f~ A嘆す争持械の対~ .その個人〆

1也希~ # }11]すゐ際 1'; 用 l' ゐ i鼠人特有の認:~ i}! 

完'(し t ヒら弘、二れ E もピ I~ して 、t由人ア

: '( I~ 10紛の努定 1<.J安( q p~ ~暦)を絡 ffi ずる・

⑫ 10 綜の評定ヌ~の宕次元，:伺し Z 、ざヲ I~

:t~ ~ ~せド 10 あの{努事1) 人物の者れぞれを評定

~ t! b 

(T).認・知的袴雑ほ得点 ( c. o~n;t;ve complex...ty 

5 C ore c c s )の露出:① ¥0あの係客，]λ 物 r:対

す b 好史約手を‘宕特 4嵯〉突兎アピ iて、 q銀防

のいずれの殺 r~ 遣い力、 r:.j リ三合し 1 ( +) . 

(0)- l-) の符考ャ長示し、各個ム:.'" '( 1: 、10

紗持将，¥空液晶メ 10符争lム物のマト 1)吋 7λE作

~ずゐ e ①マト 1) 、ソヲ λ の各校椅特』限〉文孔アビ

l亡、 10 危の~ 1日新人物 1:閉し 1努完フれ(:そ

の精肢の所有は(符号)のー敦・不ー季~ ~核



221 

の評定ねず前符号岡崎抑
・

わ

~g 争l ム;討す 、t しを• ゐ
(一)・〈一〉、(十)・(十)ち

事符号

需

す正す

長

、湯危ゐl' t れ-'¥ -を

( +)・ち-れす

符号

tt 十 1( 0)・(0) ¥-:. ¥1 

;(ー)

!eの湯信

のま且~ρ 4也ビ、長11" (ー)・(十) ¥-:: 

O 点‘¥1 (0)'(-) ( 0)・(十)ちわな

/¥1持ゐめいま• るT 奪弘モ会ロ

役割ム物 t:対すゐの¥0 あt し

九カザ(一)が‘ m俗、

得点‘は

( 0) 、ヵマ t 1国

;~寺村:賞品 t-= 銅

線定で、(十)

i~自ど

す、

の花与i

十

10 ) z'"草

の ~I主持狩悦波乱

7Tl C~ 十1C2 

π 

i士、れす也i> 1 

ーー十m i十'し，、eE
・
，、
企
2

・
，，‘‘、ι・n: nC 2. 

お 7 

-ー

Z し f~ がフ。ゐ=号、で‘

り力、斗5点i写点、はゐれり1';.末、めt 搾箱約しl~ rt¥ 
-5長、 7t. 会談時椅狩 ~\1 i文年5点 li• ゐなビz .. 3 

の努同将号てがすべ、λ吻の役割

す

10 ~うt あ‘l¥

草寺 4'1.)足元，のをのちなわ

めゐ

?易 e
11'" ~をい?易 B

、ゐれh 
;t 

命日11Jを

句モ

の~~多i 人物

の評定

手 ~I] }空かで高

(1達率あ的?な

10 -，点 11ま f-=• 7." 

5 ~ (十)、 4也のiま5あち7 の急

持のt 7 よ7 l' ヒゐれカザヲ(-) l'i 

この?写点、

得点、のの

• 
z'、20j皇リ

あゐぃ渇念

~iギ、く

のIr1: ì~ j乙

/n'布



222 

~れ元工なゐ ø@ そこ 1'" 得点のあ~¥先げら )11戻

¥: 0 ~ \q の~ p監i¥i~与 i ‘得点を政階後 l~ 置

き操弘る.二の得点を 10 1自の紋検特』ト生 3矢先 I~

わドヲて念計し‘当該 i白人の ccs ヒす IJ o 

J iれ立り、 CG5の得点可能範囲 II0力、ら Iq 0 ，: 

:及‘lt.得点が事ぃ l;i 'C-~也希モラポ元，的 r= 奇5:']

し符ゐ、すなわちま'11. 抑的 I~ 禄雑 r あり、得点

;が{色い li'("認知的(~単純a な他人を表すこヒ，:

!なる

①江子柔.感婦の効l定・・・ i修学旅行での師絡がを

渥;f)!場手ビし .飼 A‘ま菱自肉む悩ぎな友人ヒ証券

l' 江友人~ ~テ 3 あ)!才R ざせ r: . 

① }¥Oーソナリ子4認・手口の制定… 22{困の 1¥0- 'J 

t IJ 手4将』ほから該当する 5i白~ i塁択すゐ例式・

1・ 5→5' 5→0' 、 Sー-<(0→5') の宕側面(:闘し Z

芳11 i行フド. なあ・、 S→0' ヒ Sーく(0→C)')の対象

也なす f:他省 (0)11 . (1是尼崎の制定 P 宕核政

舎があ tr‘f:好きな友人 3 あ也鴻ぃな友人 3あ

のおらわ吃し r:. 

持11窓:叙・手口の正確定 11 s→0' ピ O→0' (1)戸数私



稼肢の絞~

の終 lを

の翠11]安

{:穿品

223 

私、

ビ

j挺減5f1] ( 

i得点

の一致

一致諒

ヒ5べ(0ーヲ S') 

S→5' ヒ

5→包'11 白己

管・定類似 A咳
--・

、

S →0' の{1. 

l~ (f芝.こー ビ‘減馬表希も1( つ--.... fτ し

之がヲし t~t: 0 しあ)3 各

• ゐt、可能髭闘は O点‘から 155、k

安来3十の月三委(~手紙が綿応~

各~震 lt 互い

2 ヲ
1'. . 
み

れ r:約 6

f-:隠l-:参事。

なわ、

• が月後 r~ ~r ") 

• 
純手
の測定

Z ') な!~手1':

資料が撃

対象

認-知的権雑，1喧あ

(b) . 

t: 55 ~ ワてしぁ-E をつF
F
F
 

• しt:ビ4r村のを2b ~ 

認定

子な2q Il 現子

、よのCC5 1)5 ~ l1 

市

r
x:::/JtO.l1 以工12 'ir ccs N= 1ft i立群

i証番号 ヌ=/1与.26 )、 i色i江9<tω 1;;' 7 N =:. 19、 ccs

CcS 三う?ざ支==79. )0 以下qワN= /8"、群(

が認.差t-.: < フまCC5 11 t t I つIl\'Ì.差('~• れ t:

z群 /n'し什ー
‘' 
を前若("、のt:: 力、フね?れワめ

t . ， 5D::: 2g".3ワ
F 

x= 111.35" . -男子f-: れヵザざl1 

の飼 i示
ー

ビ認・知的袴拶岐

50= 2'1.35 

正確ざ

支::::Jl/.lfl 

認・籾のす、ま

手



22'f 

r:つい t旅針走行フ(: .凶 2 はその紡罪 rめ

ゐ。

組 2 の紡~ l 、認

知的綬雑杖({面停岡

崎主主) ヒ吋嘉延~~ ( 

d@] ~キ l円安恕)あ‘よぴ

花の交亘作用 1:朗レ

1. lif 背丈夕方{fし r~ が、

; l' 1二れのを舷の初手
も有意ではなが I t:. 

(認知的袴維持

Fく 1，d f 11 2也5"2 ; 

s.∞ 

7.∞ 
認・
知
の 6.∞
正
確
位s.∞

4.∞ 

3.∞ 

。ー→権維持串(.1t1草(JJ制
。--0得棺枯中f1r群(\l~lq)
A----A符締結 1~1tt群ω・1官}

〉戸ふ::2

~写き 世t"‘
好悪~時

図 2 認知的根幸吉株ヒ匂黒原崎炉/r::
什t~ 意思知の正確持得点

-1I} 芝.誕~. ~I青: F::: 1. "9 ， d f li 1 'c 52 ;安互作用:

F == I • I q ， d f ，1 2 ~ 52 1 いずれも ns) 0 -の二
ビがら ‘認・知の.iE~{lフ 1: 闘すゐ仮説 1 11支持

うれ r: 也担ザわかゐ.

つぎ r~ ・仮説 2 {:つ l' 1..旅討し r~ ・鼠 3 {ま

、認-知的袴雑 Jト生 t ~f 要経~ ~'者別(: ar j: 白己ー紋

ぽ l:閉すゐ絡界 7:めゐ.凶 3 I~ 示フれ r~ i直1:

胡し t 1}1'依タ析し r:結果が・泰斗27....めゐ.



225 

回 3 t ~えはよリ日月

り初、広よ? ¥': ‘ 本自守
t.ωト

tミミ宍ミ2
l~ 対すゐ託子悪感~，責 r:

よヲ t 台己ー守主やま Et 

b宮 1.ω
認，切すゐ認定が袋広

。一一-0袴雑維事位群 (N竃Is)
ゐ ‘ 、オ与論界第‘.ωt- ピ l' 1 0--.-0符雑性中(a群 (N-Iq)

s.∞ト
企ー・4 持持梓{~(公民ω吋官〉

Z孝{..f号られ f:純手

-;:ヰラ 暗い
主主ね t碓鉱す b紡

好~感; ~苦
専が示ヲれ fて. し力、

国 3. 認知的根締推どa時J弓悪事X晴別に
M-t:自E一致続得怠 し、認・手口約禄雑肢の

ちヵザい¥:よる 白己 f

事42.自己ー紋枯得点(図ヨ)の分散命材rz<

J変 をヵ 因 ss df MS F 

椋験者間 535.69 54 

認知的袴雑柱 (A) 1.43 2 0.72 <:1 

誤 差 534.26 52 10.27 
キ寝殿活関 223.00 55 

好悪戚指 (B) 14.55 l 14.55 3.66* 

A X B 1.97 2 0.99 くl

2昇 差 206.48 52 3.97 

企 イキ 758.69 109 

*p<'10 
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。--0樽緒控忠信群 (N"lf) 
Fー・・0 栂紺世φ他群 (Nc，'f)
bー-'Ó得鞄持ィ'~(お群(tJ-.曹}

。ー 一一可て一一。・・ー一一 、白、、司、、、、、、、
b 

t写き ;...~‘ 
暁悪感;~脊

図 4.認知的樗雑性ピ悦悪感精別1:'
サt;栂定様似性得信

也がわかゐ.すなわち、 二れ i7: の、 Bierl
o

(，QS5) 、 LeventhaL( '95ワ)， Ado..rrzs-Webbεr (/96ワ
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表 43. 担.定類似柱得点〈図4)0)/]t散企宇(r表

安 動 因 ss df MS F 

被験巷間 358.49 54 

健知的権雑柱 (A) 2.22 2 1.11 <1 
保 差 356.27 52 6.85 

被駿者向 490.50 55 
好悪感.持 (B) 56.74 l 56.74 7.53官官

AXB  41.57 2 20.79 2.76* 

諒 差 392.19 52 7.54 

企 iif 848.99 109 

官官pぐ.01 *p(.10 

ラ呉~ ~~ ( ，qワo)の街究む認められ Z きドよ
?な、 認知的 r:洋純江個人の方〆袴雑な{白人

よリも台己あ‘よぴ・他者のfi.氏 r:類似 Jはも担.え

しキずい{喰何 II 函斗むむ 3E-めりれ r:・ L力、し

、 それは， {国 λ ザ好意.をもっ他希 l:M L I い

iゐ 2 包むめり 時いな{也希¥:自民レ t lJ:有意.

なi母仰が-atられ t いない(ilt ~.群 r: 関レ t

袴雑結中 i証群: i==ι.'19， 5D:::: 2.~if 伎はG1-~

x= 6. bJ I 5D= 3.20 pζ.0; i博警.群 1:閉し Z

袴雑校中 i立群: X== q.，g2 1 SD= 2.18 ; {舎は群:

支=3 .67 I 50= 2.00 、 n s ) 0 1 (:‘好悪感 ~I斉 i二
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iゐ柔裏を認-手目的根雑械の各鮮ンヒ¥':核討し

t: 紡募旬、ら、認知的 I~ 単純，な個人 l: あ・い之、

白伎のなま FM 友ム l~ 対するカ〆iJ:jfいた‘友人 1:

対すゐ湯/fJより、想.支類似 1¥去をあ《認・表口しゃ

!すいこ t力炉設・められ t:: (袴雑ば{舎は群z...、紙

色鮮:ま:::6.bl， 50::: 3.20 ;妹詰群:ヌ=3・b7，

S D = 2.00 、 Pく.01 ) .穏:.a類似杖 1:飼し t
仮説 2 11若キ i吟兵 3れ r:拘、 t:ちで・支持 Fれ f:

'L 1I 1..よ 7

仮説 2 1: rll jfしミ旅討を行ヲ仁三つの測彦

l: つい t ‘認知的袴雑 11'喧也尚芝-尾崎の ~I] ヒ力、

らまビめゐヒつ?のようじい 1 ゐ.すなわち

、倒人 l': II 、白タザ‘・時金・ 2 もつ他省 1:飼し Z

J ¥0一、j ナリチ4の白己 f 紋，1'症や穏定頻 i以 I陪 Eあ

4認・籾ずる傾向力ザあり‘ しげも‘ 二の傾向 rt

線転oaj l': 単純な i白人 1: おい Z顕著 r:認・められ

やすい。

(C) 考察
2 の脱犯の旅討誇題 I~ .認・手口走の i白人護者

数?めゐ認・初的袴寺住 Jトまの緩fIのち〆いが、 J，0 
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ーソナ 1) 1" {認-知)J!緩 ヒ< l: 白己 手丈 A咳 E 銀-

~() r ゐ i昆移 I~ 'C' のよう r: 豪~ jJすaσ を 10'杭す
~ :， '(，むめ'7 t~ 0 をし1. ，認''f!J的 t~ 袴雑白、単

;俳句、ピl'う観点.旬、ら f~" げを は、白己 - ~j: ，l~ や

裕史類似 A、主主認-来日すゐ JA符 r:ks定 II認められ

だい'( l' ?紡専が符られ f: ・想定類似 1¥'1の認-

初 r: (-.t認・手目的袴雑枯'( ~t 乏-感+安定の衣互作用

ねが庁、 3 れ t: ザ、白己{牧村の認~ ~O l: つ1I ( (1 

:前株の{号ゑ傾向 fJ¥，.示フれ t:ものの‘その交互

作用1"1有章、?なね、'7 t: 0 

二のような紡J-〆得られ r:原因のーつ{亡、

認知省の{也若 r=認-知すゐ白己一荻，1'症の雑貨〆

;fEl今 I~ 討すゐ吋是径:' ~債の則 r: l ゐ句〆いを

がしつつ 前日寺 I~ 、ujf.ぃ v洞キ 1: つい 1も高

力、つ t: ピカザ指摘 1・、手 。 l~ 3 也 斗 E fじ車交

すゐ ヒ θ月らげなよう 減ぃ V 主百十 1: つ1I (. 

認・初 3 れ t~ 白己♂紋 11'史の認定が、時ぎ江志8 守

l~ 認・何?れ r: 担-史類似悼の絞殺よリ高 l' '( t' 

う紡罪が宏、フれ Z I1 ゐ.の二ビ II・ J¥0 -ソ

ナリ引の自己 J 致ばがすぺ Z の i也若 1: r~ して
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井

手
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:j..ゐ二 ヒもむ?ょう

っす I~ . ~也希の及t.- f 予測する慢の正確 3

r:ついて秀弘之けれい・来踊究の純手 11、 i回

j人の認切的袴雑械のちがいが他者 1: 闘し Z 認-

j知ず lJ 1 ¥" -ソナリ子4 内容の正確定 1:~主裏をも

?ない二 t ~ i主すもの?めヲ r-;. 0 し合、し

ながら、認.知のjE {i涯~ I~ 討する認・知的袴雑粧

の間保 l;): ‘も屯もビ向希 1:積治的な絹闘を程、

えし 1 球討~ il l ~ r:ものでめゐ. この問題

t 系初 r~ 旅討し f: B j e r ; ( IC(55)の研究では.個

人の認・知梯建がより禄雑 1: タ ~t レ7.. p れ rl"、

それ t:..げ・その個人が{也若の行勢 t解かする

・の(':会11ffl z.' ~ゐ〉支みないし信彦ねV‘増加すゐヒ

仮定 3 れ f: "そし Z 、 12の同題場白 lくお 11ゐ

i也古の行勧 1: 討すゐ子 ~~'l の正雄 3 也認・手目的袴

雑刊の閉じ i==.Zq ( N =: 34-I P寺.05' )の末日閉 ii~ 
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1寄1. ，1 ゐ.ユの組問 t!11 有色 U 関係を示す 71<'

準 I~ 乏し z ~ ¥ゐ'( li い 7 ても、信そのもの l.t

; lé!いもので・あフ t~ 0 

1をlt.5長あ・ Ih 111 ・布河[・高橋(1970) r~ よ

;. !ゐ BieγI d)研究ヒ禄似し(:行動場面むの予測や

、す-J..トソ型の能-彦只攻 r:閉すゐ i也追のゑ

た・予うや1r:閉すゐ研 1i1τ おい7. (1 、製抑的 r:袴
:雑 tJ.'i困人工単純な i箇 λk の同?偶者のゑた iご

つい t の訣仰のjE石i~ (:差モ訣-めゐユヒがで

きなぜワ rz.kf?‘弗較的支 1えの抵ぃ格者 r::

飼し 1 、有の停電の橋~. iキE予想I}フぜ i:

Ad仰ns-Webber ( 19b9) の研~で l:t 、認手口約¥:稼

雑な他人のカが子 ~~Il の王将 311 あ‘い Z 高い二

也 t会す紡罪〆?号られ7.】ゐ o f~ ん l之‘認・知

的傾雑 J1'主主子 ~~Il の王将きピの同{去を同感 I~ す

る fプ 11 1.."めれ1'1" ，以主のき者針転の約l- II 豆~\

.-r~ 矛 j省ずるものむめゐ IJ\. 、認手口対象むめゐ i也

希r:倒すゐ崎報委の号ヤ 11'" 、ユの矛砲を僻〈

縫 l." 5)ゐょう(:考ょうれゐ.

認~~的禄雑ほ也予想1] ないし認・仰の.if. .ij'{t ~の
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!~民 r:.維持的なJt1{手 E示し f-: A da.ms -Webber ( 

)qoq ) の紡界 It I 表訴の(:め 1:特別 l:梯 dL.3

i tt r~ ~じ綜的永仰の t也昔 l~ 飼し1. f寄られ f-:: もの

!?あゐ。 J 先 両委風間 1':rじ較的弱い関徐力、

1!ま↑::li関係がないピの約祭主示し t-: B i eγi ( 

J q 5'， )キ来危・，1t)1¥・市 7可・荷揚(，970) の絡
下 11 ‘互いじ十位衣戒のめゐ字紙集団肉むの

l i也希 1': 傾し t~寄られ t: ものであゐ.これかり

!、っき"のよう 1:僻叙すゐ二ヒができょう.す

なわち、 課-知的 1: 単考屯な{国人 11 、t也希の行勧

を解叙するのいやi用可能な〉夫元a なl'し係 l支が

! Iy' ないの Z刷、他者 r~ 闘する嶋穀震が‘ Fじ較的 Jy"

j江い絞 P容で‘ Ij 他者¥:対す b 認・仰が不jEoti ZIIあ

:ゐ. 花し1.. ，暗殺震が"}普力日するI'~つれ Z 他省

~ j童切I'~認~ ~ 7.."うゐょうドなる占 f 先、混・知

的 1:綬雑 ttitIDム 11 、{也希の行勃を僻叙すゐ{-::

h めの ì~ 品ないし角 l支を今く和l 用 P ぎるのか、

脱線香の争 J~- (:げか、わら字、 i也希~ J童切れ梨学日

すゐ Z ビ却がむヲゐ。認-手口の孟確~ 1':つい7. l' 

i lP ‘伴者(:同町すゐ崎幸良撃の I~~ ない佼?者7..' Ij 
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ビころで、自己の J\O ーソナ IJ 子 4 キ能力的 i~'I

l 砲の評価 r~ 聞係すゐ勢滅的毒菌'(; l， l しはいし

l士或自ぎれゐむの r:. 、認切着の白尊}ビあゐ1I

iig臼尊彪浦ザあ h 0 D i t同 (19SQ ) ゃ WaLster( 

I ，Qb5" ) の台第想論 (self-esteemth仰 y)では.
i人 1'1白らの評ゆを高ぬようヒすゐ欲求をもっ

!t tB ゐ二ピカザ仮定?れ‘その依来を主足すゐ
(主要な漁ビし l tf ~也肴ドよゐ糸線(仰prova~
!知otiVo.tio九)"の存存を前授(':し "l l¥ゐ，ユの
: ! ~也希\:よゐ承認・僚友 l宮、言雀 1: でもあゐ一布史的

・なもので、めるが、ピく l~ 白尊 jぽの{色ぃ希 1': あ‘

i ぃ Z より務い記依Jf. ~れ7. u ゐ・

コの希弘元町うすれ l合 白う?白身 iτ 白停を

，吹き 白 J分の価値下ついて不安定~ ~感じて

いゐ若 11"、 他者拘、らの衣持やみ認・を より今く

ポめゐ 二ピ l:tJ.' リ 白尊 Iビの 1~ ぃ肴 11 高い着

よりも ， ~也昔却、らの~定的評{岳 r~ よヲ Z 満足

し‘ま t:. t也者がらのそ;定的評 {ai1 1: よヲ Z ‘

よリ不満足な状億 1: きら 3 れゐ 二ヒ l: なゐ t

子千芝、むきゐ・
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「一五ii;7iiz 認知的♂豪校匁諭の立場ずら
ilv-ソナリティの
l:つい t椋討し t う t

白己 r 教肢が認-知， il IJ j庖程

II ゐ.白尊予理論ヒ認抑

的 f 寝棺樗繍也1....II ‘白尊 Iビもしえ li旬己主手

。H訟の偽い場命日、 i也若からの右手怖い対すゐ反
t=予測が泉な I t~ もの 1: なゐ.すなわち‘白

尊手望論1."は. すで、 r=述イドような甥自げら、

白尊 lじの{をい希が他者旬、ら肴史的評価 E委 l1: 

h t 、その他者 r:対し Z 局長的[':1夫氏・し‘ i也

ioi 希匂ら何者定的評{面 I~ は非け的 l: 攻たすゐ
i k子刻フれゐ・二れ l:対して‘梨知的 J 震雄

!搾舗では、白尊 Jじもしくは白己評ゅの伶い希

iri也活力、ら青史的評{訟を受げゐユヒ (1 5→ダヒ

iらーく(山)がー紋しないコヒ P あり 場銭 i也

it l~ 対し Z 非討を的 r= 及たすゐヒ千沼1] ~れる

oj立l之、 5→15' ビB数 fゐょう江{也若からの著

史的評ゆ r:対し1. r1 ‘むしろ吋会的 l': '&たす
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j tt子是極持也の函事的関i春場、認-初着の白乙

・認・如水準 t 白己戸数~~患の関係 r~ つい1. r1 ‘す
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:旬、\~よ tJ '(."ちらの予理論 1~ J:ゐ予想11炉 建命すゐ
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三つの埠錦町 1車問 3 れゐ局面白ザ、それやれ裏な
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二の測定只~の作成過程~ BJ昔記し Z あ・く
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力V 、白 11J..... t 同位~~、のム Q l: 該当するビ足、う手i

B の推定.
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ι 前若手 r:. 、斜守 1': 対すゐ崎鼻息減じよゐ有意

な差 tJ¥"認・められ t:: • 向o!l: 、 5D 反応・傾向工
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E おく認・卵すゐ傾向ず有 t. であヲ r~ 0 

(C) . 売義
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;タキ討し 3 ら 1':. 1¥'-、リマ、ック九別事五色行フ t 単終

減速を永・め t: e ゑ斗q 1: 忠~ t: のがその紡界ぞ

!めゐ • 
表4'1. EPPS 15 側面 I~ ついての 1\")マ噌 7λ回転後因子行引(N-134) 

因 子
伺'1 面 F1 F， F. F‘ F‘ F. 装 ii~生 . 

自 f章 .581 ー.17:J .158 ー.0192 .169 ー.269 .7352 

1線立 電知 .573 -・.ml ー.ω1 .082 ー.169 .057 .5414 

ー.854 ー.1:15 ー.1:'" .03~ .089 ー.022 .775.c 

差背 ー.718 .(lf.:J ー.∞8 .148 ー.01l ー.124 .5596 

温従 .156 .77'1. .αj() .195 ー.150 ー.153 .7伺3

世決 J干 .OH .682 .221 ー.1l9 ー.001 .436 .7199 

開罰 ー.337 .463 .030 .316 .1l6 ー.倒。 .4491 
顕示 .0711 -.581 ー.ωs ー.田2 ー.382 .278 .5793 

持乞 .001 .Il焔 .831 .筋6 .158 .049 .7324 
宝麻. .337 .026 .692 ー.025 .012 .150 .6163 

事持費 .280 -.226 -.臥J8 .∞3 .410 .お8 .7811 
会・ 2苦 ー.210 .178 ー.338 .597 .328 .∞2 .6535 

w (ヒ .023 ー.281 ー.208 ー.824 .125 .112 .8294 

ま E己 .051 ー.065 ー.073 ー.α)9 ー.894 ー.033 .8124 

伶事~初 ー.078 .120 ー.054 .042 ー.∞3 ー.回9 .8161 

寄与寺 15.333 13.510 12. 117 9. 788 9.082 8. 881 .6871 
. 
? 

を二で‘ きき r: タ繰し t~ 台己 r 数 Iト症のを起

械部'11 ~閉すゐ縁切除1 r:件念的動機.ゲ l)得点、 E

撃手堅し t 孝 50 l: 元、す続奪~ i号 r~ 0 多 51はそれ

~ 'ir敬償対r1: よヴ z旅討し r-::純手 z..あゐ • 
表写0の函手百'1社念的動機.っ・・げ得点 r;J:、それ

ぞれの因子 I~ おく震荷し f-= EPPS の訪 í~'I tsJ ~ま

t め(:もの 7:、める。 r~ ビ i は“第 1 嗣子(千1) 1: 
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.あ・ 11 O 得点、 II ，被掠希の白符・ J~'# .非統金日
ゐ -非養ちをの得点、(偏差 ie.) を手均し l ~号 r: ち

iのであ& • 
表号l力、ら、 考古枚、側面的主抗勢 k

‘ 
類宅lメ勧 1

11賞、 {~'l (函の安互作用 l: 有意・な傾向が認.められ f~ • 
事 50. IIDヲの熊型別 1:it-t~ 国平側面γ閉村必向勅椋プIt 得品

糠号t λをr.
因 ヰ {IJII 面

Ft Fs F. F. Fr. F. 

PI 17 
同.14 卸1.88 ，(8.59 5乙97 {5la 3.6234 】

，(6.国

( 5. (7) ( .(..( 1) ( 6.H) ( 4.:m ( 9.58) 

話
.(5.伺 S乙2s ，(6.印 53.96 51. 46 

〈日l乙.9関2) ( 6.32) ( 6.88) ( 8. ()2) l 6. 811 1Il.5Z¥ 

P 3(1 ，(8.7.( 50.5，( -15.97 印.13 53、67 51.60 
( 7.:U) ( 5.76) ( 6.57¥ t 7.ぽi¥ l 8. lU) (11.01) 

N 35 
叙).35 ，(8.21 ，(6.69 '(!I.21 以).1.(

{5101..726 6} ( 7.27) ( 7.52) l 7.03¥ l 7. .(ln lll.伺}

く守主〉事の数値11平均碍哲得怠( )供[t得~t偏差.

事引 本土企t的勃桟プけ得点(怠ち0)の身散指、寺Tt表
園=

管和田 SS df MS F 

宅捜耳富者間 8226.53 107 

類 型 (Al 110.27 :16.76 く1

主要 差 8116.26 10，( 78.0，( 

視験昔 同 ，(1339.，(3 5(0 

勅撰側面くB) 187乙78 s 37.(.56 5.1，( ・・
A .， B 1似弘前 15 IOG. 8，( l. ，(7・
t呉 差 37863.99 520 7乙82

企 件= 49565.96 6(7 

"pく.111 "11勾 .IIJ
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禄理アピの千体旅定の終罪、 N旬以外のすが

z の橡却で・動機 i\N 自の差が有色であヲ r~ ( Pl 

型:f;:: 2. 2 r， d f. 5" / 80 I Pく.10 ; 工理:F= 2.?~ 

， df = !i Iρ!i ， p<.o!i ; P理: f= 3.25 1 df=!i /llfS 

: I rく.0 J) 0 : 1-: 、因子引の下 ~ir 棟売の約罪、

法ff勧機‘?代表フれゐ rl'c.来報室tJ 税~..円表?

れゐ fu.号、領有2 閉じ有毒.差 r 認められ r~ ( f，の

1易命 F== 2.22 1 df = 3!IOl/-， Pぐ.10 ; F与の鴻信

F ::: 2. 'T b ， d f = J !IOtJ. ， P < • 05" )・

以工の訴事力、ら、 P!恕 11 京湾動機ビ支配勢1

機、 F あ・ l' Z 高く‘ 1者211永等動械があく、 1}

警動機.1)r" iをい‘ ぎら 1: P恕1'1奔西乙勧村氏(:布 II

1 語I い(~伺をもっ j '(カ，" a自らね、(':なヲ r~

(件)‘考察

キ研名の旅討詩題(;t、白己一号生時の主起並

移 1': 叶られゐ{~ム差 E 類型的\': "らよ

線想聞の差裏をキ土台的動燃ず \1 の {~'l iOI 

9j1 tゐユ'( 7.....めヲ r~ 。研究 11- 0.. 1" ld 

l:分類しれ凶つの縁切闘の差裏 t= つい

その

ぜち僻

震馬表的
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TAl方式 Z，. ~~'I }t L f~ 親会口動紙偽印乙、千 1RO -

.6 与スト 1・・ ~Jll 定しド暴悲的対ム関係た伺杖の

:i別面力、ら事長討も行ヲ r~ • 1 r~ 研~ 1卜 b で l~ 、

:領主的¥:ザ殺し f:類理聞の差裏を、 EPP5で剣

先し f:符々の衿々的動料配イ Itの側面旬、ら旅討

し t: .ニヮの研犯で i専られ t:紡手をあわせ t

希 1.. lJ ビ‘自己ー紋 11咳 η 生起械情11{':対たし r::

i箇 λ義幸函 hが旬、なりの筏定まで朗 ijB~~し( (1 

ゐユ也がわかゐ • 
伊つの稼唆の j ち 、 I2i!の他人 It .綬伊勢

後.{頃伺 V あ 4 、対人的 I~ ~也着 l: 包括?れ t: い

t いう紋キ‘定:伺 E 示し f: • 二の号!の他人は

受動的 I~ {也希旬、らのを III青キ前械を永.めゐキ‘11

動機・ 4頃合lが顕著で・あ ld '(いう怠む特徴的であ

ゐ. ま下. p型の i国人目、 t也fモ長重己 -tt満IJ

すゐ U いう支配歩成時伺旬げおい k いう特依 2

示し f:: 0 pr理!の l面 λ の場念、 p1l2の符移丈でめ

ゐ支配食11 ~校 t 1型の狩{牧1."め&永・ 3ぎをt f哉、旬、.~ '( 

む I~ 事官事 z.. あゐピいう考力機.44 印 E 元‘し rご o N 

母!の個人的渇/旨.統計的 1: II ビ<. l: 有寵・な特
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持rl~ 右足・ め られ tf n‘ '} t: 旬、， {也の縁切 l: 界較し
. 
て 事息知的で‘ fi ( 肉罰(~震布i の{住い 二ヒ Eπ‘ 

[J~ r ゐ会古事 tI，O 示 y れ r~ (表 50) e 当初予想・?

すlr: よ 7 、 t~ ut ~りす議官1 1: エ ゐ ♂李主 1量生:~ ~ t: 

r ゐ p K}!の i自ム 11 、i也意ピのずカ、わ lJ 命いの

中む白己~ f祭主 Tごせ よ 7 ビする理i の{国人 z.. b 

、 tiλ 的機器'1 l: よゐ J 手丈~耗を (: 'C'ゐ 工ミt

の HID人('1 ‘ i也毒 k の げかわリ/告いの 中 I~ 白色

E湾煮ないし紋 i告させ よ
、
す ゐ q の i箇ム 1・・7 也

あゐ '( カf・‘ネ土 J公的事h~買っ・‘ lt の函旬、う雄認・ 3

、
れ r~ ヒ ぃ i よ 7 。

しむ、し なおV り
‘ え三科棋の約界1':示 3 れ i~ 類

理差 11 
‘ 
主迩し r: よ 7 な将微をゐし r:ヒ II (1 

百一 l防すが しも十 J占 v もの で 11:なぴ') r-= 0 ヒく

E PP S への反応・紡~ \'~ つい Z i主 を む ~QI]

定されゐ後々の私 ftoqをt ~校側面 tJ\O ‘他者包の

か刀、わり/宮 L' の中む色己 E強調すゐ動機的側

面也‘並 1: {也着色?控訴i すゐ動機.的 i~'] 1白のニつ

ド"%'1 J れゐ二ヒ E長月待 L r: 0 因子 Jか桁の給

手旬、う 、 FI ピ F3 t f 5 h"・前希の {~'l I白 1: 1~ 当し
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f.2 '( r'f- t F"が・傍若の {tll} I白 I~ 該当可ゐ勧機肉容

1:' あゐ二区旬、‘ i~ われ f-: • し力、し そ二ド示?

れ r:類母!也の対応関係は¥きP

:ゐ ii事耐を fh しつつも、 j防ず、し

律的 r~ II 定.ロキあ

ι日月確なもの k

の問憩 r: 関連しはいj.. fJ." いものであヮド . ・ J

Z ，f師事む 1;J: さら I~ TAT 元氏・ I~ よゐ総会。

動機 i~事伺也 FIRO- s 手 Z ト¥': ~ h ~き念的対 λ

筒 i手FL-向悼の白からの稼討をも行ヲ t: 。多様

な μ 命的動説っ・・げの諸 (~'l i白旬、ら 、 1，0 ーヅナリ

子4認-知 i昼夜 l:::環 4 かかわ?てくゐ特支の動機

的側面をいか1'=逸切 I~ t 1) r~映すか、の稼討が‘

べら(: 1松警 r めろっ

長役 I~ 来絹~ 7.，.用い f: 方法 lてつい Z 吉成

L 1 お二う。研乾 11-(). (:' ld 、白己 J 教肢の生

定Ziき耗 1: 閉すゐ様 tf~l 4 ~ 13'"安易食肉 1: 行われ.加

な 1¥-T Z" lt調合的 1: 行われ f: CI す l" 1': 希容し

よ 7 、エヴ の襲な? r~ 方戒を・釘禄フれ f~

摂理l閉じ ネ土台関動機‘ゲ '1 也の対抗."関係\~お・

l ¥ I 力、 tJ.'リ の拐似{母印 E認めゐ τ E 11¥" 7."き r~

• この:， 'c. Il:、私必 eiをね成グげの差襲仰、らヒ
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6 られゐ t箇ム j主要函の-$\~ ，怜 1: つい Zロ守口事すゐ

二'( t 椋討襟題 k すゐ.

'i :乃で‘場依存枕ー械江械の耕~ ~らは

Witkin 也 i皮の手伝1~骨党若 1: よ ì l 行力れ t~

;垂直・水寺初掌¥:あ‘げゐ視掌的枠緋の f京事1]r: 

閉すゐ f 建の研~の申 1・‘朗らず l:3 れ r: もの

であゐ( Asc，h & Witl<irl， 19吋 0..， 19'1-3" b; Wit/<in 

8r Asch ， '9り a，I~lf& b ; Witl<i 71. ， 1料r; Witドin ， 

Lew j 5 ，付eγt-z.man，Mαc.hover 1 MeiS5ner， gc-W{;tpner， 
，Q5ι j W it /<in ， D y 1<， Fa terson 1 q-ood enough ，決
1<a.rp ， 19&2 j Witl<，・n1 fr 00 d e nou~ h ， 11: μrp ， 
19 b7 ) .w;乙kin ら 11"" .主ビし Z ロ、ソド・フレ
ーム・子スト (γodaηd f rO-mεtes t : RF了) r: 
閉すゐ紡事旬、ら 、被馬表希の事日程すゐ悲喜ま fτ

l;f水平位置ヒ棄の妻直ま r~ il キ平~1Ì塁の闘に

はずなりの古美義がめリ 、 L 也、も誤差の綬皮 1::

11:明碍な個人差があゐエヒ t確認し(:: ( Asch 

む Wit~in ， 194-8"0.. ， ，q時 b Witドf冗 'arA sch 1 
19 仔~a ， '9チg-b ) 0 ~ら r:. Witl<iη り 1'1、 ユう Lf-= 

知覚，~ぁ・げゐ i@ ム差炉、 その他人の知也事季五¥;
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，~反日央すゐものむ、めゐ也希よ、誤差の?にきい

倒 λE 湯依存~ (十ield depende川)、族差の，1¥

ざい個人 E湯松江型 (f，'eld irzdependent ) ヒ定

:柔し r~ ・場依存号!ー場初主弓1 l~ 、当初、環涜

: ~:対して受章力的 ( tassive ) で‘あるか能動的(

似て，.v e ) で‘あるも、ヒいう lビ湾機能 r~ 対応、すゐ

E 希弘られにが、のち I~ 、 lピ 1聖戦.能の 'iì n~. ( 

;diffcreπt i 0. t /0η) の粍定 I~ 対必ずゐヒ il号豆 3 れ

!fz. 紡局、場依存型 lま、ゆ iじが十位 P なく

朗自のがう兄1f }'じ較的企時的l"~知堂し、{を勢な

7易の象 iキや丈脈 lてお響フれやすい。戸方、場

収江型 l立、用歯の ~IK 戒をよりタ析的\~手目覚し

対象を者号、力、ら枕離し tm.知する型ピし Z
ま t められゐ(Witkin， ，q同; W，. t 1<;汽 eta1 . J 
'954 ， ，q b2 ) 。
白己ー伎はの生起キ銭高'1 1':閉してゐ?類 Fれゐ

四つの類型 k ‘場依存剤一場抑主型 I の対f，l:J'

l':つい t II 、類号!i ~の?予の規率的符~~.支や そ

れらの縁恕差の某 jきいけられゐ μ 必 g~ 動機 γ

(1の持微力、ら つ3・・のような予想 tJ¥" ときょう
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。rt~' わち Pl号I I立、 絹対的 1: 汁之 、場依存
. 

ミL1 111E ぃ他人否、めリ 、 N型 iま湯林立高tlt}企 l'

{~λ 1."あ b • 工屯lヒ p ~ I~ ~易依存 ag k 湯松江

思の中間 I~ ~立置すゐカザ‘ V ちらお、ピ いよ ，t.. 
!1 型 lt~易依存噌の側1': j主く 、?司~ rl 1事減江理

のゆ1¥: j.主 l' ~回ムむあろう ヒ希弘らすtb 0 

W;tl<il'l らの湯依存はー湯村証』降1':つ1I Zは

、根元信、の jヰロ守味噌朗成比 ( Bone 8c E ysenck J 

'972 ; Evans， ，961 ; Fine， 1972，/973 ;仕Q，ines 2c 
M，'lleγ， 1913 i M o..yo &c 8ell ， Itt'12 ; SeU ~ Duckwoγth 
， 197'1- ; γerηon， 19 '72 ; WαchteL 1 19'12 ) 、剣先

1-:閉すゐ方法錦主の問題(Aγbuthnot ， 19'12 ; 
Dana & U'ooche-γ1 1959 ; Daγ~eL 2l l<irl< ， 19マI] 1973 

; HeUl<amp 1 I?b't Lester， 196ft; Lonff' ''1'13; 

Va.ヴht，1970 ) なじ・ 2 中 Jピ 1-= きわめ Z ちくの
研覧会ず行わが Z きて¥1ゐ. し b、し、来附'克む

問題 r: rゐょう江、 1皇淀¥-: ，ネ土々的ばす守ょの
かかわリ t の陥 i暴力、ら 7易{永{子純一場松江椛1':

荷られゐ完棄を祝日目 L j うヒ L r: 附託 l~ 比較

的少広い (ALe'tander 1c 合udeman1 1965 ; 
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Busch 'k Deridder， /9ワ.3 ; L i九to凡， 195!i; Lea.a ue 8c 
Ja.cl<son， ， q~ I ; Rosneγ， /Q5'1 WO Li tz 1<1 J 1973 ) 。

(2) . 研琵 12

(0.) . 方ぅ主

被験着 :の研免 r:: 考トヵロし r~ 被駿若 l志、/þ.

島t 子大学の孝生ワ5あ?あ 1J . {皮 -1r f: ち lt 、

i表駿 r::先立う Z 、めら旬、じの‘研究 11-b で用

い r:方宏之副鴻の鋼生肉キ統ドよリ、白色ー

手，}:~生の生起村支部'1 1:院し Z 、 Pl型( 13あ) 、 I

~ (.7.2局)、 P型( ，q芯)、 N型( 21 危)の
各線型ド 'n'頬フれ r:。

湯依存ほ-1.易砂主将の測定

①装置… T¥<K喫ロヴド・フレーム・手スト

装置'fi実用し r::.これは、縦 26c.m メ樽 36c，m X 

襲行 65c.mの暗箱内 l亡、 11ιm メ o.tj cm の夜亮室

料モ者ヲ r~ 口、ッドビ・閉じく夜先安料モをフ

r: 1辺 lぢιm メ Q.ちιm の正方若手のフレームカサ‘じ

IJ i守げられ"( 11 ゐ。口、ヅド k フレーム li 同ー

平面): 1: あり、口、ッド lt フレームの中表(':: f江
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!置 b 

いる頼面白定

時諾

日告涌

I1 Z ヲ
r、
J. k 

h
p同
H
V
可杉
・
う
し
恋
ば

回

重

h

腎

は

視

す

じ

、

白

P
P

M
親

し

観

時

乏

を
回

1 tt 

を・‘ fl M! iI. れ

II 

社

!被球若

:~ 

υ 

ロザの向台、勺r 弱者Pを

士1 白 tキも

観察窓-

を力、ゐ'" しづド工

り力、• ゐZ ヲなが可能也l~ i母斜i左右

• 
ねずa虫江
J.f ~己

表駿希訊

• 

1:対

65 cm む bゐ

ム

E 

れ

む‘

ttL霊

り

レ

~~献 11

7 録者p

fτ 象時千

ビ

の

えどめ7 

ロマ

J 

その

し

ま

(~ ~場料

る

ム

②宇紙・・・被身長希

r~ 定の角彦

i し 1 事~ t ~託す

整法 1: よ，)線宿すゐ

①安政孝件…縁者?

び傾斜角Jt

lま

し7 ピ，0 、、J

あ‘の{喰針先仇

条件

ムレ7 t 

をのつ''4r 
?のつ1 じl: 氏-eよ

;Z217fz れ報告~ l~ 傾斜 3

争時の統制

l~ 3 r~" し象件。

しヒ1ア ljゐi)'" ~婦約すムレつず、

存1 30 ，j脅さP

30度ど定 10孝氏、行

、弱者?

右方

自右方ム7 レ

。ゐ

tiキ

Z 

陶 30ti.方

102お行定
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/緑野右方向 30

寄付'2 : 7 レーム左方伺 30定く定 10~式行

‘縁者~ 1i.方向 30

皮 103百行

;争仲'3 (統制)マ I V - ム右方作1 30}き 10言お行

7 レ J ム左方倫 30}を 103式行

なお、 各lO告示l・行のうち ぢ訊・行 I~ つい<. 11 口

、ッドはお自 -1) ，仰の 5 訴行 I~ 左回リピし、~;

;停の 60~.行\:tラ γ グムな )11脅?行ヲ t~ 0 被局長老

r:: r~ 各首武行前7.，. II 鞍 4 問自民するよう会主示しれ.

④測皮・・・被‘稼若の知覚し fてロザドの委主位

置ヒ‘真の委主 1江置ものずれ(該差角度) 1: 

づい t .♂数 L f-.:場念 E索ビ L ‘知営 i証書が

時金十首向 lてすれ<.• 11 ゐ湯省を丘、遊詩針方向

1: ずれ1. 11 ゐ煽念モ賃ヒし t 、治安直 il'I:苦判

断 I~ お lf ゐ誤差負Ñ.モ 2Z 録し fz.7 ら I~ ‘被

隙若ご巳 1:肴tヰ予!の平均採差前夜 i喜 E奪出し

g • その際.芳i定i!の令布モ正規分布 r: ~立つ柿

11 1 整搾ずる(:め lt 、各制定 i直はその絶対 i;@:

~ ~事キを操く )<1 :: J y..十o.写) L Z 知捜し fて.



285" 

~:開

株験者

一場砂茸

めじ
。、

之

りあ

つ

t レ生起機器'1

の類型

t~ 湯依存似

界

手i，¥生

来客(b ). 

の

の

つ回れ

己

句、

白

!φ 類

'RFT の綾 J設事主れ

開平安 1愛{直〕

"'r で 3則定

(採差負Jt 表52• t~ L を警残

るめの奪事手を

-. 

'd のし汀・ • 
類型別にみた誤差筒I貨の希望度(開平1".棋値1議52.

l
f
，
l
1
1
1
1「
l
i
p
-
-

手仲 3 

1.28 ( .22) 

1.37 ( .22) 

1.36( .24) 

1.36 ( .22) 

安積条件

4t件 1 ~件 2

(13) I 2.81(1.00) 2.68( .95) 

(22) I 2.34( .52) 2.24( .39) 

P (19) I 2.54( .68) 2.35{ .62) 

N(21) I 2.09( .45) 2.20( .42) 

G主) 去の数値11平開催， <. ) f1=i.1't"樗哲偏差.

{人む}狽型

P工

工

実駿争時 力、の悦点メ数ミ2t II つ{革 r~ の52 ゑ

よ53 表

主知孝

有意. 

• ゐめf~ 紡票。ザ表

類型差ヒ争時差

に有意-差

z .. 53 L 信者支う?杭

I?i牟

り

よぁ-ののZ し定

i~~ 伽なF り1j' 立作用
..J. 

うEのをt井

棄の

1':: 係~'J 務理!

の2. 

の

が有意.

ヴUIl 

用

干、

交互 i予

め

• 
ゐ

れ

す

ワ

1夜討

が認・め

差 モ
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来日. 誤差角度の特定(~'i2) の令官生命祈表

~勅因 ss df MS F 

椋験者間 36.990 74 

知 型 (A) 3.674 3 1.225 2.612品

主事 差 33.316 71 .469 

ネ康男寝苦 仰 83.556 150 

実勝手件 (B) 51.882 2 25.941 129.060*肯

A X B 3.152 6 .525 2.612* 

言畏 差 28.522 142 .201 

& ィキL 120.546 224 

A p(.10 *pぐ.05 官官pぐ.01

表54. 婁震型 lijll1:社れ言呉差角庶 lτ釘11否争件差町 J介稲T

F キ安定
七 特定:賄宝1

守秘因 ss df MS F . 
争仲 18.62 2 9.31 22.17官官 村山争時 2性 83nj

P工 {回ム 15.50 12 1.29 手fキl対等{牛 3:七=5.34***1'

t畏差 9.99 24 .42 J:~千 2 討手件 3: 七，=4.79**

手 4牛 12.44 2 6.22 47.85官官 ~件 1 ~幸4干 2:t= .93 ns， 

工 i回 J、 4.80 21 .23 ーーー 手件 l付手4千 3:七，=7.91***

t事差 5.49 42 .13 争i牛 2対幸件 3t=9.20*合会

争~!f 15.15 2 7.58 30.32** 幸件 1付零件山川 n;

P t国人 8.06 18 .45 キfキ l 狩~件 3:t=7.36付
t事差 8.99 36 .25 手件 2昨季件 3:t=6.59骨骨量!

争{守 8.83 2 4.42 44.20** 等件 l対相キ 2:t=1. 35 n~! 

N 
{囚人 4.97 20 .25 ーーー *~ヰ l 片手件 3: 七=7.25州企

採差 4.06 40 .10 毎件 2 告す 争件 3:t=7.85***

pく.01 胃安官p
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ゑ筒元?の t~ヰ菜 E 少柑し r: .ゑ 54はその約界

1."めゐ • 
表ち斗事リ B月らかなよう l亡、 P工~ . 1 ~ P 

i理! N理!のすべ‘ τr:-l主返し z-t ~ヰ差 1;): 有意7."

:J めヲ f-: 0 誤差角皮の裏 m 差は 争仲 1 ヒ-t~キ

'Z の飼い ti砂られず、 季件 1 ビ争 iキ 3 手tキ

; 2 'c手』キ 3 I の胡 t:認・められ(-= .手伴 1 あ‘よ

;ぴを iキ 2 也号 iキ 3 '(. l'l . フレームグ右方(01あ

;るい l1征先伺1': 30 J安{頃斜~ l "る点、むはピの

:季叶も向じでめゐ〆.条件 1 および季{キ 2 11" 

ら r:. 縁者?の{喰斜 f~ヰグ加わる蕊で号待 3 k: 

i裏なゐ

レ - t. 

，締局、す~ 1 の縁切 l: 表 jを

の傾斜寄 iキ 1: y義務の傾斜争仲

し? . -; 

ねザ拘o:t ヲ

: f-:場危の先旬ザ 7 レームの (J量生斗争 iキ fア l1 の湯

信よリ家主 i主置判官有の謀長旬、，"j( ~ぜヲ(: 0 し

句、し 前希の滅危でも 7 しームザ.右方向(~事

容すのヒヲ t i正方伺<{語審斗の k ぎ k 何同 r:差 (l弦

じ1.. I ， 1J.' ~' 1 t: 

奈 55(1 争仲別1'=誤差角窓の海定l聞の差 E

々がrL r:純手 rめゐ -• れよリ日月ら旬、なよ 7
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志野. 号件別!こ持 t~ 誤差角j旨ドお~ It る栂型差の~.湘T
F 特定

年4ヰ
者動因

七 特定

ss df MS F 
事骨翌I 4.64 3 1.55 3.52* 

P工対工:t=2.03* 工世才 P:t=.96 
-t件 l PI ，.寸 P: 七~1.13 工甘 N:t=1.24

t事差 31. 78 71 .44 P工付 N:~3.08** P 封 N: 七~2.14*

線型 2.12 3 .71 1.97
A P工封工:七:=2.20* 工雪す P:t= .59 

争仲 2 PI tす p:tニ:=1.51 I tす N:七.=.22 
事与差 25.97 71 .36 P工主す N:tニ.=2.26* P主t N:七.=.79 

争件
精霊! .07 3 .02 (1 

3 
官事差 3.97 71 .06 

Ap<.10 *Pぐ.05 **p<.01 

1: 季付 3 (統制季件) で. rt綬号!閉の義 (1 汗

りれないが.季 tキ 1 お占び季 iキ 2 で有意.差め

ゐ l ¥ l't有意.な{場伽が認・められ t: 0 

3呉差負 f安 1:tlil ~ 1 
‘ 
各務理閉じおげ A 棄の

差モ殺討 l t=結界"、ら 手iヰ 1 也季 iキ 2 Iまう

わめ Z 類似し(:{t震前 E 示し 1 " Id . ヒがわ D、
" 

ゐ すなわち 雨季 4ヰ E も PI理1 ま N号!より

~畠{江主判断ドお Ij ゐ誤差が有意ド太ラく

円高~ (1' 1:義依存可 iτ 近い t回λ 7.- i】。 Nミu(~t易
被iJ.号 r:.泣い姻 λrめろう ヒいう i民説 E裏7・‘

lr ゐが雰1)¥・示フれ t: • 1屯J 't P宅I l;I .手 it
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あ、よび争仲 2 のい宇れの会吋む t prぜヒ N曜

の中間，，: ~ '}‘ ユの点、 1: 1>'ぃ Z も依説ヒ信委主

し t:傾向が元、きれ t: .しお、し.有色町義，~終

的られ t 1I広いげ炉む・む‘ p~の先が・! ~よ

!リ参轟ほ華字]1賄ドおげゐ官事差が式予い方向 lτ

めヲ(:コヒは. I戸ずしむ依説也 e数しない約

手 r あヲ t~

(C) 考察

~研棋の減討課題 t~ 、'RfT l~ お 11 ゐロヴド

の生直は度判断~ (おし z~~'I 定 F れゐ場依存

林一滞令官jr.械の側面がり 、1¥0 ーソナリティ認・知

の遁符(':汁られゐ回つの縁理差の一身長 A去を幸俊

討すゐ; t. Z" め I r~ 0 界守主~ 1 ~被膜希 E

l r:実験紙罪。、ら、 PI号 11"湯依存可 1: 泣い i白

人むあり N -if~ 11渇械主号 τ泣い個人 r めゐ

t ヲら 1': • 1号!ヒ P号古湯依存型 k 湯付

先号!の中間 1: iit置すゐ: t なじが日月らぜにな

ヲ t: .れ li .私/f;~':J勧~~ ?・げのち b¥P い1': .t 

ヲ Z 説明フ ~t r:録号!差(関誌 l卜 α ヒ 11-T )が

、 p 、ソドの安直 i立置判断のような知賀事態ド
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W いても存作 fゐ 3 ヒを示すものむめる

しかも. j義依存肉旬、鴻抄主的旬、 k ぃ i会a

i~ f!判断紡募の先向 Ict 、~領号 1': aすうれ t-= 線

ilJ! t~ の際の認手0 左手久・の終倣 t おおむね~紋 L

t 釘り.税理の r 剥?ほ i¥奪なすゐもの 't ;安静

刊・れ よ q

社 tt. 的動機つ~ ltピ場依存羽Y-湯株主号 t の

陥 i系モ直涼核討し t~ 鋭来の説研~ I~ つい t 叶

ゐヒ.両者の陥ド 11:有意・な伺憶が li ヒ~ '(."見

払うれ1. 1I f，!， ぃーゎ t..也、{':. Wertheim &-

パ ed π ;~(lq58) t Iイ on;~feld &- Spi!eL ( 1960) は‘

すAT方式 z..測定し t: 透 fIi.動機ヒ湯松江械 k の

陥，:有意な正の関係を叙告し 'l 11 ゐ. しかし

EPP5 を用 t1 r~ 門o-rl 0 w e ( I q 5 '8 )毛 Da，na. &-

Cioocheγ ( I 959 )の絡事 r はそれずら械がフれ Z

いない・オ与所~の目的t}1" ~昼夜 l: 件公的動機.

γ げ包湯依存 4咳-j易泊者江』慌の関係を稼討すゐ

ヒむ l1 な IJ' ") t: 1': し Z も.その伺 r:持砂的

ザ関係~ 5象 4 担-定し Z あ‘リ、得られ(:約案 li

i足手の所程，紡~ '( ，比千 L も命綜し t: ものむ
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lま ti. h‘ヲ
. 

よ
. 
な約手の系 f 教 1: つ l' 2 Ij ~ の 7 ユつ

の 2 ヒ が原函 t し Z 者よ りれゐ f つ (1 湯

!i衣存比一 7易収主粧のう~'l 定キぅ志向ちおずい z.. 6) ゐ

:' ~ 1: あげ.. t~ Dano.... ~合oocher ， Honi3feld z<' 

5pi~eL ， 門arLowe，Weγtheim 8c Medni/<の諸研誌

で 11.場依存 '1喧-，易砂江 J防 11rィ 1. EFT ( 
em.bedded -手iJures test: w ; t作，'n，1950)針、ま(:

はその漁師号法 (Jo.ckson， ，QS6 ) を用いて決定
し t おi 1) 、~研究で lJ: R F T を用 I1 r:. E F T ¥:: 

RFT 1~ 湯依存紘- J易城主 4伎の 5~'l }E寺法ピし 1

事ぃ1O簡を示す: t が W; t /(i丸 I Dyl< I Fιterson 1 

Cトoodenou9 h 1 な ka.rp ( 1962 )じよヲ Z 確認・ 3 が Z

いゐ〆.少なくヒも RFT11重力 lて対する身体

位置足首モ会めれ三〉党兎の長ロ震域応の反欧 l:'

あリ EF T (l"エ決色のそれ?めゐ"のニヒ

。、り Rf T 11 EfT lてくらべ Z よリ Jをi争的な

表。官主義氏~反日央する キ f~ l.~ ぁ。 '( (1 1 二ヒカザ

1.'"きょう o "'うし 113判定キ 3去のちがいが‘湯

依存校一場松江川弘仰の営放包のか幻、わり E
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線討すゐ際 1: J交日央 7 れ7. <. ゐ可能械があゐ

つず1':

也 n'.f~ ~布 1

動機の ri¥l: 

ネ土/公的事向才気っ"l7 

れゐ .場依存，1'ま

の芳1J世(:関ずるユ
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